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投
じ
た
市
費
は
２
０
０
万

今
回
オ
ー
プ
ン
し
た
児
童
公
園
が

あ
る
こ
の
地
区
は
、
平
成
24
年
の
大

分
県
豪
雨
で
玉
来
川
が
氾
濫
し
、
竹

田
市
文
化
会
館
や
住
宅
等
に
大
き
な

被
害
を
受
け
た
場
所
。
市
で
は
当
地

区
を
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
位
置

づ
け
、
被
災
者
住
宅
の
整
備
や
竹
田

市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
建
設
、
こ
ど

も
診
療
所
の
移
転
新
築
等
の
事
業
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。

「
竹
田
の
子
ど
も
た
ち
が
タ
ケ
ノ
コ

の
よ
う
に
、
ま
っ
す
ぐ
、
す
く
す
く
と

爽
や
か
な
青
空
が
広
が
っ
た
５
月
５
日
の
こ
ど
も
の
日
、
建
設
が

進
む
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
隣
に
、
市
内
で
は
初
め
て
の
大
型

遊
具
を
備
え
た
児
童
公
園
「
竹
の
子
ひ
ろ
ば
」
が
完
成
し
、
オ
ー
プ
ン

を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。育

っ
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
が
込
め
ら

れ
た
「
竹
の
子
ひ
ろ
ば
」
は
、
公
園
の
整

備
を
望
む
市
民
の
意
見
や
小
学
生
の

提
案
を
反
映
さ
せ
た
設
計
に
よ
り
昨

年
９
月
に
着
工
、12
月
に
は
公
園
の
名

称
を
市
内
の
全
て
の
小
学
生
か
ら
募

集
す
る
な
ど
、
市
民
と
一
体
と
な
っ
た

魅
力
あ
る
施
設
を
目
指
し
た
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

公
園
の
総
面
積
は
約
３
１
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
。
九
州
で
は
６
例
目
、

県
内
で
は
初
と
な
る
膜
状
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
「
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
」
や
６
種
類

の
滑
り
台
、
ス
ポ
ー
ツ
遊
具
が
楽
し

九
州
で
6
例
目

ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
が
大
人
気
！

災害復興のシンボルー

「竹の子ひろば」オープン
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広報

６月号

■今月の表紙

「笑顔もジャンプ！」

■撮影場所　児童公園「竹の子ひろば」

■題　　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

待望の「竹の子ひろば」が

オープン！

子どもたちに大人気の「ふ

わふわドーム」は押し合い

へし合い。

空まで手が届くかな？

せーの、で青空にジャンプ！

笑顔もジャンプ！

「竹の子ひろば」オープン

全国初！炭酸泉と運動施設で地域活性化 ほか

竹田市政策審議官に幸善治さんを任命 ほか

農業産出額、過去最高を更新！ ほか

竹田うまれ～竹田市が育む作物たち～ ほか

「耕す里の竹田文化祭」出演者大募集 ほか

あなたの「荒城の月」を瀧廉太郎に捧げて

みませんか ほか

たけたんトピックス

新電力事業説明会／たけたん新電力／春

の叙勲

人権シリーズぬくもり／求人情報 ほか

たけたんカレンダー

たけたんインフォ

休日・夜間の在宅当番医院／出張！えがお

の子育て小児科

健診を受けて健康寿命を延ばしましょう！

後期高齢者医療保険料率が引き下げられ

ました ほか

学び舎／まるごと博物館

図書館に行こう

市長コラム「有由有縁」

登山バスで夏のくじゅう連山を満喫／

TAOの夏フェス ほか

郷土の植物／すくすく１歳／誕生おめで

とう
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人　口　22,181　 人

男　性　10,349　 人

女　性　11,832　 人

世帯数　10,372 世帯

※平成 30 年 5 月 1 日現在の住民基本台帳による

（ 前 月 比 ）

（ － 30 人 ）

（ － 15 人 ）

（ － 15 人 ）

（＋ 17 世帯）

人口のうごき

め
る
「
わ
ん
ぱ
く
ハ
ウ
ス
」
な
ど
７
つ

の
遊
具
を
設
置
。
ま
た
、
隣
接
し
た

場
所
に
は
約
30
台
が
駐
車
で
き
る
専

用
の
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
事
業
費
は
約
２
億
１
０
０
０
万
円

（
財
源
内
訳
予
定
は
、
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
が
９
３
０
０
万
円
、
合

併
特
例
債
が
１
億
１
５
０
０
万
円
、

市
費
は
２
０
０
万
円
）。

式
で
は
首
藤
市
長
が
「
地
域
に
夢

と
希
望
を
与
え
て
く
れ
る
『
竹
の
子

ひ
ろ
ば
』
の
オ
ー
プ
ン
。
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
く
遊
べ
、
子
育
て
世
代
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
図
れ
る
場
所
に
な

れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
。
公
園
の
命
名

者
の
一
人
、
植う
え

木き

綾あ
や

香か

さ
ん（
久
住
小

５
年
）
に
首
藤
市
長
か
ら
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

城
下
町
と
玉
来
、
拝
田
原

が
一
体
化

関
係
者
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
よ
り

施
設
が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
、
開
園
を
待

ち
わ
び
た
子
ど
も
た
ち
は
一
斉
に
お
目

当
て
の
遊
具
に
向
か
っ
て
ダ
ッ
シ
ュ
。
公

園
で
は
終
日
、
遊
具
で
遊
ぶ
子
ど
も
た

ち
の
歓
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

「
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
」で
遊
ん
で
い
た

土ど

い居
駿し

ゅ
ん
と斗

く
ん（
竹
田
小
４
年
）は
、「
高

く
ジ
ャ
ン
プ
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
気

持
ち
い
い
」、
津つ

島し
ま

千ち

か佳
さ
ん（
竹
田
小

４
年
）は
「
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
が
難
し

い
け
ど
、み
ん
な
と
遊
べ
て
楽
し
い
」
と

笑
顔
。

子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
の
一
人
は

「
小
さ
い
子
ど
も
が
遊
ぶ
場
所
が
少

な
く
、こ
の
よ
う
な
公
園
は
非
常
に
助

か
る
。
他
の
保
育
園
、
幼
稚
園
に
通
う

子
ど
も
と
一
緒
に
遊
べ
、
友
だ
ち
も
で

き
る
と
思
う
。
目
新

し
い
遊
具
に
子
ど
も

の
好
奇
心
も
湧
く
の

で
は
」
と
期
待
を
込

め
て
い
ま
し
た
。

「
被
災
か
ら
６
年
。

公
園
の
完
成
は
玉

来
、
拝
田
原
、
城
下

町
を
つ
な
ぎ
、
地
域

に
に
ぎ
わ
い
と
活
気

を
呼
び
込
む
き
っ
か

け
に
な
る
」
と
話
す
近
隣
の
阿
蔵
自
治

会
、
本ほ
ん

田だ

耕
こ
う
い
ち一

自
治
会
長
。「
地
区
に

暮
ら
す
住
民
と
子
ど
も
た
ち
と
の
世

代
を
超
え
た
触
れ
合
い
の
場
と
し
て
、

心
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
く『
竹
の

子
ひ
ろ
ば
』
に
な
れ
ば
」
と
大
き
な
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

秋
に
は
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」
が
オ
ー
プ
ン
。
来

年
春
に
は
公
園
に
隣
接
す
る
場
所
に
、

新
し
い
こ
ど
も
診
療
所
が
開
所
予
定
。

被
災
し
た
地
域
が
人
を
つ
な
ぐ
拠

点
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

平成27年  5月

平成28年  9月

平成28年10月

平成28年11月

平成29年１～２月

平成29年  9月

平成29年12月

平成30年  1月

「文化会館周辺整備事業」

として、都市再生整備計

画に公園整備を追加申請

まちづくり市民アンケー

トを実施、公園整備の要

望多数

公園整備事業基本設計・

実施設計発注

竹田小学校６年生の総合

学習の授業で、「わたし

たちの考える竹田の公園」

を提案発表

市民対象の「公園ワーク

ショップ」を延べ２回開催

公園整備事業着工

市内全小学生に公園の名

称を募集

市PTA 連合会役員会で応

募名称を選考し、「竹の

子ひろば」に決定

「自分のつけた名前が公園の名前
になり、とても嬉しい。たくさんの人
が訪れる公園になってほしいし、私
も友だちと遊びに来たい」

公園を命名した

植
うえ

木
き

  綾
あや

香
か

 さん

　　　    （久住小５年）

児童公園「竹の子ひろば」ができるまで

※
児
童
公
園
「
竹
の
子
ひ
ろ
ば
」
の
園

内
で
は
、
芝
を
養
生
す
る
た
め
、「
芝

広
場
」
と
「
そ
り
ゲ
レ
ン
デ
」
は
当
面

の
間
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

問
竹
田
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
課

☎
63-

４
８
４
８
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昨
年
７
月
、
長
湯
温
泉
療
養
文
化

館
「
御
前
湯
」
と
「
竹
田
市
直
入
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
」
が
、
九
州
で
初
め

て
「
温
泉
利
用
型
健
康
増
進
施
設（
連

携
型
）」
と
し
て
厚
生
労
働
省
の
認
定

を
受
け
る
な
ど
、
炭
酸
泉
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
地
域
資
源
を
活
用
し
た
事
業
を

展
開
し
て
い
る
竹
田
市
。

今
回
、
公
益
財
団
法
人
ブ
ル
ー

シ
ー
・
ア
ン
ド
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
財

団（
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
）
と
全
国
初
の
試
み

と
な
る
、
炭
酸
泉
と
運
動
施
設
の
連

携
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
を
目
的
と
し
た
「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
に
関
す
る
モ
デ
ル
事

業
」
の
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
は
、
全
国
４
８
０
市

町
村
に
プ
ー
ル
や
体
育
館
等
を
備
え

た
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
次
代

を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
と
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
に
わ
た
る
多
世
代
の

「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
」
を
推

進
し
て
い
る
団
体
で
す
。

５
月
15
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
行

わ
れ
た
調
印
式
に
は
関
係
者
約
30
人

が
出
席
し
、
首
藤
市
長
と
Ｂ
＆
Ｇ
財

団
の
菅す
が
わ
ら原

悟さ

と

し志
理
事
長
が
協
定
書
に

署
名
し
ま
し
た
。

協
定
締
結
に
よ
り
、
今
後
は
Ｂ
＆

Ｇ
財
団
か
ら
３
千
万
円
の
支
援
を
受

け
事
業
を
実
施
。
今
年
度
中
に
海
洋

セ
ン
タ
ー
体
育
館
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
、
ロ
ビ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
多
機
能
化

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
誰
も
が
気
軽
に
集
え
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と

し
ま
す
。
ま
た
、
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
ル
ー
ム
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
に
改
修
。
購
入
し
た

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
設

置
し
、
地
域
住
民
の
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
拠
点
施
設
と

し
ま
す
。

さ
ら
に
、
竹
田
市
保
険
健
康
課
と

商
工
観
光
課
、
直
入
支
所
の
３
部
署

で
炭
酸
泉
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
組
み

合
わ
せ
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
。

合
宿
誘
致
や
企
業
の
保
険
事
業
と
の

タ
イ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
市
内
外
か
ら

の
利
用
者
を
増
や
す
こ
と
で
地
域
活

性
化
に
繋
げ
ま
す
。

菅
原
理
事
長
は
「
竹
田
市
の
温
泉

資
源
を
活
用
し
た
取
り
組
み
に
共
感

し
、
協
定
を
結
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。

海
洋
セ
ン
タ
ー
が
、
地
域
住
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
シ
ン
ボ
ル
的
施

設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
と
と
も
に
、

全
国
で
も
注
目
す
べ
き
事
業
と
な

る
よ
う
期
待
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

首
藤
市
長
は
「
炭
酸
泉
と
運
動
施
設

の
連
携
に
よ
り
地
域
を
活
性
化
さ
せ

る
と
い
う
全
国
初
の
挑
戦
が
、
地
域

に
大
き
な
勇
気
と
元
気
を
与
え
て
く

れ
る
の
で
は
」
と
期
待
を
込
め
ま
し

た
。今

後
３
年
計
画
で
予
防
医
療
や
健

康
増
進
、
そ
し
て
地
域
活
性
化
の
観

点
か
ら
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
と
連
携
協
力
を

図
り
、
新
し
い
形
で
の
海
洋
セ
ン
タ
ー

活
用
法
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま

す
。

↑海洋クラブで水上スポーツを体験
してみませんか？（昨年の様子）

↑協定書を手にするB&G財団の菅原悟志理事長（左）と首藤市長

↑
㊤青少年の健全育成や市民の健康増進に

幅広く利用されている竹田市直入Ｂ＆
Ｇ海洋センター体育館

㊥施設内をバリアフリー化するとともに
ロビーを多機能化

㊦ミーティングルームを改修し、新たにト
レーニングルームを設置

海
洋
ク
ラ
ブ
で

水
上
ス
ポ
ー
ツ
体
験
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

竹
田
市
直
入
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
で
は
、
小
学
３
年
生
以
上
を
対
象

に
カ
ヌ
ー
や
ヨ
ッ
ト
、
ボ
ー
ト
な
ど
の

水
上
ス
ポ
ー
ツ
体
験
と
仲
間
づ
く
り

を
目
的
と
し
た
「
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋
ク

ラ
ブ
」
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

海
洋
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
、
ぜ
ひ
水

上
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

活
動
日
及
び
時
間

６
月
９
日
㈯
・
16
日
㈯
・
23
日
㈯
・
30

日
㈯
・
７
月
８
日
㈰
・
14
日
㈯
・
21
日

㈯
・
８
月
11
日
㈯
・
18
日
㈯
・
25
日
㈯

の
午
前
９
時
～
12
時

場
所　

竹
田
市
直
入
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
艇
庫（
長
湯
ダ
ム
湖
畔
）

活
動
費　

１
千
円（
保
険
料
含
む
）

※
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

▪申
　

・
問
竹
田
市
直
入
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー　

☎
75-

２
２
４
３
／
直
入

公
民
館　

☎
75-

２
２
４
０

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
関
す
る
モ
デ
ル
事
業

全
国
初
！

炭
酸
泉
と
運
動
施
設
で
地
域
活
性
化

広報たけた平成 30 年 6 月号 4

全国初！炭酸泉と運動施設で地域活性化 ほか 



４
月
27
日
、
市
が
推
進
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
政
策
課
題
に
専
門
的
見

地
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
と
と
も

に
、
市
の
魅
力
発
信
や
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る
「
竹
田
市
政

策
審
議
官
」
に
、
害
虫
消
毒
の
専
門

会
社
、
㈱
九
州
シ
ー
・
ア
イ
・
シ
ー（
本

社
・
福
岡
市
）の
顧
問
を
務
め
る
幸
善

治
さ
ん（
64
歳
）を
任
命
し
ま
し
た
。

大
分
市
出
身
の
幸
さ
ん
は
大
分

大
学
経
済
学
部
を
卒
業
後
、
昭
和
51

年
に
日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
に

入
社
す
る
と
敏
腕
営
業
マ
ン
と
し
て

活
躍
、
平
成
17
年
か
ら
は
大
分
支
社

長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
グ

ル
ー
プ
会
社
の
常
務
取
締
役
、
熊
本

営
業
所
長
を
経
て
退
任
。
現
在
の
会

社
の
顧
問
に
就
任
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
分
県
知
事
が
任
命
す
る
「
豊

の
国
か
ぼ
す
大
使
」
や
大
分
経
済
同

友
会
会
員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
、
地

域
に
密
着
し
た
取
り
組
み
を
さ
れ

て
い
ま
す
。　

任
命
式
で
は
、
首
藤
市
長
が
幸
さ

ん
に
任
命
証
を
手
渡
し
、「
幸
さ
ん

の
幅
広
い
人
脈
や
企
業
と
の
つ
な
が

り
を
、
市
へ
の
企
業
誘
致
や
産
業
振

興
に
結
び
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
幸
さ
ん
は
「
企
業
と

の
パ
イ
プ
役
が
私
の
役
割
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
持
つ
竹
田
市
を
全
国
区
へ
と
広
げ

て
い
く
た
め
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

幸
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た
経

験
と
豊
富
な
人
脈
を
生
か
し
、
政
策

課
題
に
対
す
る
助
言
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
企
業
誘
致
や
産
業
振
興
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

企業誘致や産業振興に向け

竹田市政策審議官に

幸
ゆき

　善
よし

治
はる

さんを任命
（株式会社 九州シー・アイ・シー顧問）

↑竹田市政策審議官に任命された幸さん

↑政策課題解決に向けて、新たな取り組みがスタート

自
治
体
間
の
競
争
に
打
ち
勝
ち
、

竹
田
な
ら
で
は
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

の
あ
る
政
策
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
実
践

し
て
い
く
た
め
、
市
で
は
今
年
度
か

ら
「
竹
田
市
政
策
調
整
会
議
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

国
で
は
、
地
方
の
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
、
地
方
の
特
性

を
生
か
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ

く
り
を
行
う
自
治
体
に
対
し
て
支
援

を
行
う
「
地
方
創
生
事
業
」
な
ど
、
重

要
政
策
と
し
て
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
国
の
動
き
や
政
策
課
題

に
対
し
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
市

で
は
こ
の
「
竹
田
市
政
策
調
整
会
議
」

を
、
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位

置
づ
け
、
庁
内
の
課
の
枠
を
越
え
た

横
断
的
・
組
織
的
な
連
携
を
促
進
し
、

ま
た
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
課

題
解
決
の
糸
口
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
交
通
弱
者
に
対
す
る

移
動
支
援
な
ど
の
福
祉
関
連
に
つ
い

て
の
問
題
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

に
向
け
た
取
り
組
み
、
10
月
に
開
館

す
る
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
「
グ

ラ
ン
ツ
た
け
た
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
や
国
民
文
化
祭
開
催
に

向
け
た
情
報
発
信
等
を
テ
ー
マ
に

会
議
を
開
催
。
若
手
職
員
の
ア
イ
デ

ア
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
今
後
も
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

政
策
調
整
会
議
が
ス
タ
ー
ト 

―

課
の
垣
根
を
越
え
、ス
ピ
ー
デ
ィ
な
政
策
実
践
を

↑（左から）杉井副会長、白井会長、佐藤副会長、菊地副会長

４月26日、竹田市自治会連合会総会が開催され、
平成30年度の役員体制が決定しました。（敬称略）

【会　長】  白井　幸光（竹田・大仲寺）
【副会長】  佐藤　孝幸（荻・馬場）
           　 杉井　忠重（久住・杉小野）
           　 菊地　玉喜（直入・橘木）

竹田市自治会連合会

新役員体制が決まりました

　

５
月
１
日
付
け
で
採
用
さ
れ
た
隊
員
を
紹
介
し
ま
す
。

①
前
住
所
地　

②
勤
務
先（
担
当
業
務
）
　

③
抱
負

①岩手県盛岡市

②まちづくりたけた株式会社

③協力隊の仕事を通して、より多

くの方々の力となれるように、

竹田のことを学びながら尽力し

たいと思います。

佐
さ さ き

々木  拓
た く み

海さん

竹
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

私
も
隊
員
に
な
り
ま
し
た
！
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竹田市政策審議官に幸善治さんを任命 ほか



野
菜
は
、
夏
期
の
冷
涼
な
気
候
を

生
か
し
た
ト
マ
ト
や
ピ
ー
マ
ン
、
ミ
ニ

ト
マ
ト
等
の
施
設
野
菜
と
、
キ
ャ
ベ
ツ

や
レ
タ
ス
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
等
の
露

地
野
菜
が
主
力
。
耐
候
性
ハ
ウ
ス
の
導

入
に
よ
る
高
品
質
・
高
収
量
生
産
、
ま

た
国
営
大
野
川
上
流
農
業
水
利
事
業

や
県
営
事
業
に
よ
っ
て
、
荻
や
菅
生
地

区
で
の
生
産
基
盤
が
整
っ
て
き
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
新
規
就
農
や
後
継
者
確
保

を
目
的
と
し
た
「
と
ま
と
学
校
」
や
親

元
就
農
制
度
の
導
入
な
ど
担
い
手
育

成
が
奏
功
し
、
規
模
拡
大
、
農
業
所
得

の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

畜
産
で
は
、「
久
住
高
原
牛
」
と
し
て

ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
、
市
場
取
引
が
好
調

な
肉
用
牛
が
大
幅
な
伸
び
を
見
せ
、ま

た
県
内
の
占
有
率
56
・
３
％
を
占
め
る

豚
や
22
・
７
％
の
鶏
も
含
め
、畜
産
王
国

「
竹
田
」の
面
目
躍
如
と
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
今
後
も
、
農
家
の
高
齢
化

や
担
い
手
不
足
等
に
対
応
す
る
施
策

を
展
開
し
な
が
ら
、
農
業
の
維
持
・
拡

大
に
努
め
ま
す
。

大
分
県
立
三
重
総
合
高
等
学
校
久

住
校
は
、
３
月
の
県
議
会
に
お
い
て

「
本
校
化
」
と
「
全
国
公
募
」
の
検
討

を
工
藤
利
明
県
教
育
長
が
表
明
、
４

月
13
日
に
は
県
が
整
備
す
る
研
修
施

設
と
市
が
建
設
す
る
学
生
寮
の
安
全

祈
願
祭
が
行
わ
れ
工
事
が
始
ま
る
な

ど
、「
本
校
化
」「
全
国
公
募
」
の
実
現

に
向
け
て
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
て

い
ま
す
。

５
月
９
日
に
は
市
民
ら
約
80
人
が

出
席
し
、「
久
住
校
の
本
校
化
に
係
る

地
域
説
明
会
」
が
久
住
公
民
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

県
教
育
委
員
会
の
担
当
者
が
検
討

に
至
っ
た
経
緯
や
久
住
校
の
魅
力
化
・

特
色
化
に
向
け
た
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
説
明
。
⑴
農
場
づ
く
り
や
栽
培
を

自
分
た
ち
で
企
画
し
、
収
穫
し
た
農

産
物
の
加
工
・
販
売
を
行
う
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
My
農
場
」、
⑵
地
元
の
農
家
や

企
業
と
連
携
し
、
有
機
農
場
で
収
穫

し
た
無
農
薬
野
菜
を
使
っ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
の
開
発
、
⑶
久
住
校
敷
地

内
に
設
置
す
る
農
業
人
材
育
成
研
修

施
設
「
く
じ
ゅ
う
ア
グ
リ
創
生
塾
」（
仮

称
）を
、
県
内
９
つ
の
農
業
系
高
校
か

ら
集
ま
っ
た
生
徒
が
体
験
実
習
や
意

見
交
換
を
通
じ
、
共
に
学
び
合
う
拠

点
施
設
と
す
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

出
席
し
た
市
民
か
ら
は
、「
し
い
た

け
や
カ
ボ
ス
、
サ
フ
ラ
ン
な
ど
の
市

の
特
産
品
を
使
っ
た
商
品
開
発
を
新

し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
て

み
て
は
」「
卒
業
後
に
就
農
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
」
な
ど
、

久
住
校
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
た

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
31
年
度
か
ら
の
久
住
校
の

「
本
校
化
」、
同
年
度
の
高
校
入
学
者

選
抜
で
の
「
全
国
公
募
」
導
入
に
向

け
て
、
今
後
も
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
ま
す
。

農
業
産
出
額
は
、
農
家
が
１
年
間

に
生
産
し
た
米
や
野
菜
、
畜
産
な
ど
の

農
作
物
を
全
て
販
売
し
た
と
き
の
総

販
売
額
。
最
新（
平
成
28
年
）の
農
業

産
出
額
が
公
表
さ
れ
、
竹
田
市
は
前

年
比
４
・
６
％
増
の
２
３
９
億
円
に
の

ぼ
り
、
過
去
最
高
を
更
新
。
県
内
で
は

２
位
の
日
田
市
に
１
０
０
億
円
以
上

の
差
を
つ
け
、
ト
ッ
プ
を
キ
ー
プ
、
全
国

順
位
で
も
53
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

品
目
別
で
は
、
野
菜
が
最
も
多
く

95
億
円（
前
年
比
３
・
９
％
増
）、
続
い

て
豚
が
36
億
９
千
万
円（
同
１
・
３
％

減
）、
肉
用
牛
が
33
億
８
千
万
円（
同

19
・
９
％
増
）、
鶏
が
25
億
９
千
万
円

（
同
０
・
８
％
増
）、
米
が
23
億
８
千
万

円（
同
６
・
７
％
増
）と
続
き
ま
す
。

↑説明会では「本校化」「全国公募」に向け、新しいカリキュラムや
今後のスケジュールが示されました

５月８日、豊後大野市大野町にＪ

Ａおおいた豊肥事業部のピーマン

選果場が完成し、竣工式が行われま

した。

ＪＡでは県内６か所のピーマン選

果場を３か所に集約。今回完成した

選果場は豊肥地域の拠点施設とし

て、豊後大野市と竹田市両市で生産

されるピーマンを取り扱います。

事業費は約３億５千万円。包装や

箱詰め等の作業工程を可能な限り

自動化、また大型予冷庫を設置する

など、高品質なピーマンを安定的に

出荷することが可能となります。集

荷量は年間2000トンを計画。大分

ピーマンのブランド確立を目指した

新たな拠点施設として期待されます。

農
業
王
国
「
た
け
た
」

農
業
産
出
額
、
過
去
最
高
を
更
新
！

久
住
校
の
本
校
化
に
係
る
地
域
説
明
会

「
本
校
化
」「
全
国
公
募
」
へ
第
一
歩

大分ピーマンの
　ブランド確立に向けて

↑選果稼働ボタンを押す関係者

※平成19年から25年については調査・公表を行っていない

竹田市の農業産出額

億円

平成18年 平成26年 平成27年 平成28年

250

200

150

100

50

0

239億円に!

181.4181.4

218.3218.3
228.4228.4

239.0239.0

広報たけた平成 30 年 6 月号 6

農業産出額、過去最高を更新！ ほか



名
水
、
高
原
、
ヒ
ト
の
愛 

竹
田
市
が
育
む
、
た
お
や
か
で
滋
味
深
い
作
物
た
ち
。

和
牛
審
査
の
競
技
力
向
上
を
図
ろ

う
と
、
５
月
19
日
、「
家
畜
審
査
競
技

学
習
会
」
が
竹
田
市
久
住
町
の
竹
田

市
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

農
業
を
学
ぶ
高
校
生
が
一
堂
に
会

し
た
学
習
会
は
今
回
が
初
。
こ
の
日

は
県
内
の
農
業
系
高
校
３
校
か
ら
10

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

生
徒
ら
は
高
品
質
な
和
牛
を
繁
殖

す
る
た
め
の
血
統
や
交
配
の
仕
組
み
、

体
型
や
資
質
の
優
劣
を
判
定
す
る
審

査
基
準
に
つ
い
て
学
習
し
、
実
際
に

月
齢
の
異
な
る
和
牛
４
頭
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

生
徒
ら
は
体
の
部
位
ご
と
に
月
齢

に
応
じ
た
良
好
な
発
育
を
し
て
い
る

か
、
ま
た
皮
膚
の
厚
さ
や
柔
ら
か
さ
、

弾
力
性
な
ど
を
審
査
し
評
価
を
つ
け

ま
し
た
。

玖
珠
美
山
高
校
１
年
の
阿あ

べ部
純じ

ゅ
ん
や也

さ
ん
は
「
審
査
の
基
準
な
ど
を
細
か

く
教
え
て
も
ら
っ
た
。
次
の
機
会
が

あ
れ
ば
積
極
的
に
参
加
し
た
い
」、
三

重
総
合
高
校
久
住
校
３
年
の
吉よ

し

の野

由ゆ

き

ね

妃
音
さ
ん
は
「
牛
が
好
き
な
仲
間

と
切
磋
琢
磨
し
、
家
畜
審
査
会
で
結

果
を
出
し
た
い
」
と
力
を
込
め
て
い

ま
し
た
。

農
業
系
高
校
の
生
徒
が

集
い
、
初
の
学
習
会

第
12
回
　
カ
ボ
ス

瑞
々
し
く
香
り
高
き
グ
リ
ー
ン
。

太
陽
の
光
を
浴
び
て
輝
く
そ
の
果
実

は
、
ま
ろ
や
か
な
酸
味
と
爽
や
か
な

風
味
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
の
味
を

引
き
立
て
る
名
脇
役
。
豊
か
な
自
然

の
な
か
で
育
ま
れ
た
竹
田
の
カ
ボ
ス

は
森
の
エ
メ
ラ
ル
ド
だ
。

　
　

◆　
　

◆　
　

◆

カ
ボ
ス
は
大
分
県
が
原
産
と
さ
れ
、

江
戸
時
代
に
岡
藩
が
風
邪
薬
や
生
魚

の
鮮
度
保
持
の
た
め
、
果
実
栽
培
を

奨
励
し
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ

る
。
現
在
は
県
産
カ
ボ
ス
が
全
国
の

生
産
量
の
約
96
％
を
占
め
、
竹
田
市

は
年
間
１
８
５
ト
ン（
平
成
29
年
・
青

果
）の
生
産
量
を
誇
る
。

祖
母
山
の
麓
、
倉
木
地
区
。
開
か

れ
た
丘
陵
地
に
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

カ
ボ
ス
畑
が
広
が
る
。
昭
和
40
年
頃
、

米
の
減
反
政
策
に
よ
り
地
区
の
農
家

10
戸
で
カ
ボ
ス
団
地
を
造
成
し
、
転

作
を
進
め
て
き
た
場
所
だ
。

渡わ
た
な
べ
よ
う
す
け

邉
陽
介
さ
ん（
31
歳
）か
お
り
さ

ん（
34
歳
）
夫
妻
は
、
こ
こ
で
ハ
ウ
ス

栽
培
26
ア
ー
ル
、
露
地
栽
培
40
ア
ー

ル
を
手
掛
け
る
。

「
祖
父
の
代
に
カ
ボ
ス
を
植
え
、
父

も
育
て
て
き
た
。
農
地
を
守
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
は
自
然
と
湧
い
て
き

た
」
と
話
す
陽
介
さ
ん
は
、
大
学
卒

業
と
同
時
に
農
業
を
始
め
た
そ
う
。

「
農
業
は
過
程
と
結
果
が
目
に
見
え

て
分
か
る
。
情
熱
を
持
っ
て
打
ち
込

め
る
」

か
お
り
さ
ん
と
結
婚
後
は
、
子
育

て
を
し
な
が
ら
２
人
３
脚
で
栽
培
に

取
り
組
む
。「
カ
ボ
ス
の
栽
培
技
術

は
確
立
さ
れ
て
い
る

が
、
妻
は
意
見
や
ア

イ
デ
ア
を
く
れ
る
」

と
信
頼
を
置
く
。

現
在
は
ハ
ウ
ス
と

露
地
栽
培
合
わ
せ

て
年
間
約
19
ト
ン

を
収
穫
す
る
。「
ひ

と
つ
の
実
を
出
荷
す

る
の
に
、
草
刈
り
や

施
肥
、
果
実
に
日
光
を
当
て
る
た
め

の
葉
摘
み
。
そ
し
て
真
夏
の
収
穫
作

業
に
選
果
。
手
間
暇
の
か
か
る
作
業

だ
が
、
大
切
に
愛
情
を
か
け
た
カ
ボ

ス
を
消
費
者
に
届
け
た
い
」
と
か
お

り
さ
ん
。

農
家
の
高
齢
化
が
進
み
、
後
継
者

不
足
に
悩
む
生
産
者
も
多
い
。
陽
介

さ
ん
は
「
カ
ボ
ス
は
植
栽
し
て
５
年

経
た
な
い
と
収
穫
で
き
な
い
。
特
産

の
カ
ボ
ス
を
次
代
に
残
す
た
め
に
も
、

園
地
を
引
き
継
ぐ
里
親
就
農
制
度
の

導
入
を
検
討
し
て
み
て
は
」
と
話
す
。

今
後
は
水
利
条
件
の
よ
い
水
田
等
に

園
地
を
集
積
し
、
効
率
化
を
図
り
た

い
と
将
来
を
見
据
え
る
。

　
　

◆　
　

◆　
　

◆

太
陽
に
た
っ
ぷ
り
と
愛
情
を
注
が

れ
た
カ
ボ
ス
。
美
容
と
健
康
に
よ
い

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
疲
労
回
復
に
効
果
が

あ
る
ク
エ
ン
酸
を
豊
富
に
含
み
、
焼

き
魚
や
肉
料
理
、
焼
酎
な
ど
に
最
適

だ
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
を
。

↑嫗岳の倉木地区でカボスを育てる渡邉陽介
さん、かおりさん夫妻

7 2018 年 6 月発行

竹田うまれ〜竹田市が育む作物たち〜 ほか

「竹田うまれ」…竹田で育まれた７種類の作物を紹介
https://www.city.taketa.oita.jp/taketaumare/

↑牛の体を触り、審査を行う生徒ら

↑カボスに太陽の光が当たるように葉を摘む
渡邉さん夫妻



「
耕
す
里
の
竹
田
文
化
祭
」出
演
者
大
募
集

第
33
回
国
民
文
化
祭
・
お
お
い
た
２
０
１
８

第
18
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
お
お
い
た
大
会

10

月
７
日
、
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
が
い
よ
い
よ

開
館
し
ま
す
。
平
成
24

年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
水
害
で
被
災
し
た

竹
田
市
文
化
会
館
に
代
わ
る
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
文
化
・
芸
術
に
触
れ
る
と
と

も
に
、
人
や
地
域
の
交
流
の
拠
点
と
な
る
施
設
で
す
。

グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
の
開
館
を
機
に
「
耕
す
里
の
竹
田
文
化
祭
」
を
開
催
し
、
地

域
や
活
動
ジ
ャ
ン
ル
、
世
代
等
に
関
係
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
日
常
的
な
文

化
活
動
を
発
表
し
、
市
全
体
の
文
化
活
動
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
出
演
、
展
示
作
品
の
出
展
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
市
民
公
募
事
業

〇
ス
テ
ー
ジ
出
演（
市
民
公
募
発
表
会
）

日
時　

11
月
10
日
㈯　

午
前
10
時

～
午
後
５
時

会
場　

グ
ラ
ン
ツ
た
け
た　

大
ホ
ー
ル

〇
作
品
展
示

日
時　

11
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

会
場　

グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
内

◆
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
高
校
生
以

上
の
方
、
市
内
で
活
動
す
る
サ
ー

ク
ル
等
の
会
員

◆
内
容

〈
市
民
公
募
発
表
会
〉　

詩
吟
、
コ
ー

ラ
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
演
劇
、
バ
レ
エ
、

ピ
ア
ノ
、
楽
器
演
奏
、
合
唱
な
ど

〈
作
品
展
示
〉　

絵
画
、
彩
墨
画
、
写

真
、
書
道
、
俳
句
、
短
歌
、
生
け
花
、

陶
芸
、
手
工
芸
、
活
動
発
表
な
ど

◆
申
込
方
法

所
定
の
申
込
書
を
竹
田
市
文
化

政
策
課
に
お
持
ち
い
た
だ
く
か
郵

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
申
込
状
況
に
よ
っ
て
は
参
加
者
、

出
演
時
間
、
出
展
の
点
数
な
ど
を

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
リ
ハ
ー
サ
ル
・
準
備
等

〈
市
民
公
募
発
表
会
〉

リ
ハ
ー
サ
ル　

11
月
８
日
㈭
・
９
日
㈮

※
指
定
さ
れ
た
時
間
内
に
リ
ハ
ー
サ

ル
及
び
舞
台
ス
タ
ッ
フ
と
の
打
ち
合

わ
せ
を
行
い
ま
す
。
当
日
は
事
務
局

指
定
の
控
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
作
品
展
示
〉

搬
入　

11
月
８
日
㈭
、
９
日
㈮（
そ

れ
ぞ
れ
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

で
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
生
け
花
の

展
示
は
９
日
の
午
後
３
時
か
ら
５

時
ま
で
と
し
ま
す
。

※
展
示
に
つ
い
て
は
、
種
目
ご
と（
写

真
、
書
、
絵
画
な
ど
）
に
寸
法
や
額
装

等
の
規
定
を
設
け
ま
す
。

◆
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

出
演
者
・
作
品
出
展
者
応
募
締
切　

７
月
20
日
㈮

出
演
決
定
通
知　

７
月
31
日
㈫

説
明
会
・
現
地
視
察　

８
月
10
日
頃

応
募
及
び
お
問
合
せ

住
所　

〒
８
７
８-

８
５
５
５　

竹
田

市
大
字
会
々
１
６
５
０
番
地

第
33
回
国
民
文
化
祭
、
第
18
回
全
国
障

害
者
芸
術
・
文
化
祭　

竹
田
市
実
行
委

員
会
事
務
局（
竹
田
市
文
化
政
策
課
内
）

☎
０
９
７
４-

63-

４
８
３
７

FAX
０
９
７
４-

63-

０
９
９
５

E-m
ail b

u
n

ka@
city.taketa.lg

.jp

※
竹
田
市
文
化
政
策
課
の
事
務
室
は

６
月
中
旬
以
降
、
竹
田
市
総
合
文
化

ホ
ー
ル
内
に
移
る
予
定
で
す
。
郵
送
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
請
書
を
提
出
さ
れ

る
方
は
、
電
話
も
し
く
は
メ
ー
ル
で
提

出
先
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
で
は
、
同
日
次

の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
。

〇
竹
田
市
神
楽
座
研
修
舞　

日
時　

11
月
11
日
㈰　

午
前
９
時
～

午
後
４
時

会
場　

グ
ラ
ン
ツ
た
け
た　

大
ホ
ー
ル

〇
食
体
験
ブ
ー
ス

期
日　

11
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

あなたも“グランツたけた”の舞台に！

家
庭
に
眠
っ
て
い
る
昭
和
時
代
に

撮
影
し
た
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
集
め
、

地
域
映
画
を
つ
く
る
「
竹
８
シ
ネ
マ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
映
画
づ
く
り
に
一

緒
に
参
加
し
て
も
ら
お
う
と
、
市
内

の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

５
月
19
日
と
20
日
に
は
フ
ィ
ル
ム

の
提
供
者
に
話
を
聞
く
「
イ
ン
タ
ビ
ュ

ア
ー
教
室
」
を
開
催
。
参
加
し
た
の
は
、

羽は

だ

の

田
野
ひ
か
り
さ
ん（
竹
田
高
１
年
）、

添そ
え
だ
し
ゅ
う
み

田
珠
海
さ
ん（
同
３
年
）、
小こ

じ

ま

な

お

と

島
直
人

さ
ん（
大
分
大
４
年
）の
３
人
。

今
回
の
教
室
で
は
、
作
家
で
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
の
江え

が

み上
剛ご

う

さ
ん（
64
歳
）

を
講
師
に
招
き
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

と
し
て
話
を
引
き
出
す
コ
ツ
を
学
び

ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
当
日
は
市
内
３
か

所
で
収
録
を
行
い
、
荻
町
で
は
フ
ィ

ル
ム
提
供
者
の
工く
ど
う
し
げ
み
つ

藤
重
光
さ
ん
、
ア

ヤ
子
さ
ん
夫
妻
、
後ご

と

う

ふ

み

お

藤
文
雄
さ
ん
の

３
人
か
ら
当
時
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

工
藤
さ
ん
が
提
供
し
た
昭
和
50
年
代

の
「
荻
町
町
民
体
育
祭
」「
ト
マ
ト
栽

培
や
出
荷
作
業
」
な
ど
の
映
像
を
見

な
が
ら
、「
体
育
祭
で
一
番
思
い
出
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
？
」「
荻
の
ト
マ

ト
の
美
味
し
さ
の
秘
密
は
？
」
な
ど

質
問
。
当
時
の
温
か
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
引
き
出
し
て
い
ま
し
た
。

フ
ィ
ル
ム
提
供
者
と
心
を
通
わ
せ

な
が
ら
収
録
し
た
撮
影
当
時
の
貴
重

な
話
は
、
フ
ィ
ル
ム
映
像
に
重
ね
て

編
集
さ
れ
ま
す
。「
竹
田
の
記
憶
を
、

竹
田
の
人
た
ち
が
繋
ぐ
映
画
」
づ
く

り
も
最
終
局
面
。
６
月
に
は
市
民
の

歌
声
や
演
奏
を
収
録
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｍ
制

作
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
繋

ぎ
合
わ
せ
た
世
界
に
一
つ
だ
け
の
地

域
映
画
は
、
10
月
28
日
㈰
の
完
成
上

映
会
で
お
披
露
目
さ
れ
ま
す
。

↑竹田の記憶が詰まった映画の完成まであとわずか！
上映会をお楽しみに !!

当時のエピソードを映画に載せて
竹８シネマプロジェクト

広報たけた平成 30 年 6 月号 8

「耕す里の竹田文化祭」出演者大募集 ほか



〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

あ
な
た
の
「
荒
城
の
月
」
を

瀧
廉
太
郎
に
捧
げ
て
み
ま
せ
ん
か

初
の
「
竹
ち
く
で
ん田

賞
」
に

　   

小こ

畠
ば
た
け

　
堯

た
か
し 

さ
ん

竹
田
市
で
幼
少
期
を
過
ご
し
た
瀧
廉
太
郎
は
岡
城
址
に
思
い
を
馳
せ
、
名

曲
「
荒
城
の
月
」
を
残
し
ま
し
た
。
日
本
人
誰
も
が
口
ず
さ
ん
だ
こ
と
の
あ
る
、

こ
の
楽
曲
を
後
世
に
受
け
継
ぐ
新
し
い
試
み
と
し
て
『
荒
城
の
月
フ
ェ
ス
タ
』

を
開
催
し
ま
す
。

一
般
公
募
に
よ
る
合
唱
や
バ
ン
ド
演
奏
等
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
な
い
出
演

者
に
加
え
、
豪
華
な
ゲ
ス
ト
が
一
堂
に
会
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
荒
城
の
月
」
を

発
表
し
、「
荒
城
の
月
」
の
新
た
な
可
能
性
を
探
る
と
と
も
に
、
表
現
の
枠
を

超
え
た
文
化
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

今
秋
、
聖
地
・
竹
田
で
新
た
な
“
荒
城
の
月
伝
説
”
が
生
ま
れ
ま
す
。

◆
日
時　

11
月
24
日
㈯　

午
後
０
時

30
分
開
場
／
午
後
１
時
～
５
時

◆
会
場　

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉廉
太
郎
ホ
ー
ル

◆
演
奏
時
間

ス
テ
ー
ジ
上
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を

含
め
10
分
以
内
（
出
演
時
間
帯
に
つ

い
て
は
事
務
局
に
て
調
整
）

◆
演
奏
内
容

「
荒
城
の
月
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
演

奏
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
全
般

◆
募
集
条
件

ピ
ア
ノ
使
用
可
能（
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ

イ
Ｄ
２
７
４
）。
楽
器
の
持
ち
込
み
は

事
前
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
音

源
は
各
出
演
者
に
て
ご
用
意
く
だ
さ

い
。
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
進
行
そ
の
他
は

全
て
出
演
者
ご
自
身
で
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
控
室
、
更
衣
室
は
共
用

で
す
。
音
楽
事
務
所
や
プ
ロ
の
演
奏

団
体
に
所
属
さ
れ
て
い
る
方
の
応
募

は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
旅
費
補
助

・
大
分
県
外
か
ら
の
参
加
者　

　

一
人
５
万
円
、
一
団
体
に
つ
き
上

限
30
万
円

・
大
分
県
内
か
ら
の
参
加
者　

一
団
体
に
つ
き
３
万
円

・
竹
田
市
内
か
ら
の
参
加
者　

一
団
体
に
つ
き
１
万
円

◆
募
集
団
体
数

10
団
体
程
度
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
選
考
を
行
い
ま
す
）

◆
応
募
期
限　

７
月
30
日
㈪

◆
応
募
方
法

所
定
の
申
請
書
を
竹
田
市
文
化
政

策
課
に
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ

イ
ル
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
①
文
化
政
策
課
に
て

受
け
取
り
、
②
メ
ー
ル
で
請
求（
タ
イ

ト
ル
を
「
荒
城
の
月
フ
ェ
ス
タ
申
請

書
希
望
」）、
③
竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
ほ
か
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
お
送
り
で
き
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
ア
ク
セ
ス

〈
Ｊ
Ｒ
利
用
の
場
合
〉

大
分
駅
～
豊
後
竹
田
駅（
80
分
）、
熊

本
駅
～
豊
後
竹
田
駅（
１
１
０
分
）

〈
空
港
か
ら
車
利
用
〉

大
分
空
港
～
会
場
（
１
２
０
分
）、
熊

本
空
港
～
会
場（
１
１
０
分
）

◆
ゲ
ス
ト
出
演
者（
50
音
順
）

・
弧
の
会（
日
本
舞
踊
）

・
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｋ
Ｅ（
マ
リ
ン
バ
奏
者
）

・
ス
ガ
ダ
イ
ロ
ー
（
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ

ス
ト
）

・
藤
原
道
山（
尺
八
奏
者
）

・
古
庄
里
好（
タ
ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
）

応
募
及
び
お
問
い
合
わ
せ
は
、
竹
田
市

文
化
政
策
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
詳

細
は
8
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

４
月
20
日
、
京
都
府
京
都
市
で
「
第

58
回
日
本
南
画
院
展
表
彰
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

公
益
社
団
法
人
日
本
南
画
院
（
京

都
市
）は
、
竹
田
市
出
身
の
南
画
家
田た

能の

む

ら村
竹ち

く
で
ん田

の
弟
子
、
田た

の
む
ら
ち
ょ
く
に
ゅ
う

能
村
直
入
が

初
代
摂
理
を
務
め
た
京
都
府
画
学
校

と
日
本
南
画
協
会
の
流
れ
を
汲
む
美

術
団
体
で
、
会
員
数
約
１
５
０
０
人

の
日
本
最
大
の
水
墨
画
団
体
で
す
。

半
世
紀
以
上
の
歴
史
を
持
つ
日
本

南
画
院
展
に
、『
竹ち
く
で
ん田

賞
』
を
創
設
。

初
の
受
賞
者
に
小
畠
堯
さ
ん（
滋
賀

県
守
山
市
）が
選
ば
れ
、
竹
田
市
の
伝

統
工
芸
品
「
姫
だ
る
ま
」
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

↑小畠さんの作品「連なる」
　※図録より転写

弧の会

SHINSKE

スガダイロー

藤原道山

古庄里好
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あなたの「荒城の月」を瀧廉太郎に捧げてみませんか ほか



女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
界
の
次
の
世

代
を
担
う
選
手
た
ち
が
竹
田
市
に
集

結

－「
第
52
回
九
州
高
校
女
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
」
が
、
５

月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
竹
田
市
総
合

運
動
公
園
市
民
球
場
ほ
か
会
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
九
州
各
県
の
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
16
校
が
出
場
し
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
昨
年
と
同
じ
カ
ー
ド
と

な
り
、
初
戦
か
ら
す
べ
て
完
封
で
勝

ち
上
が
っ
た
九
州
文
化
学
園
高
等
学

校
（
長
崎
県
）
と
神
村
学
園
高
等
部

（
鹿
児
島
県
）
が
対
戦
。
両
チ
ー
ム
と

も
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
中
心
と
し
た
堅
い

守
備
で
息
詰
ま
る
試
合
を
展
開
。
７

回
ま
で
勝
負
が
つ
か
ず
、
延
長
戦
に

も
つ
れ
た
試
合
は
九
州
文
化
学
園
が

１
対
０
で
神
村
学
園
を
下
し
、
２
年

連
続
３
度
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

スポーツで世代交流

誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し
て
、
世
代
間
や

地
域
間
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
、「
県

民
す
こ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
祭
」
が
５
月

か
ら
６
月
に
か
け
て
県
内
各
地
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

竹
田
市
で
は
、
５
月
19
日
に
「
第

10
回
『
竹
田
ス
ポ
レ
ク
杯
』
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
、
翌
20
日
に
は

「
親
子
３
世
代
、
家
族
で
楽
し
む
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
が
、
市
総
合
運

動
公
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

爽
や
か
な
青
空
の
も
と
、
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
参
加
者
の
声
が
に
ぎ
や

か
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

「
第
27
回
竹
田
市
愛
誠
杯
健
康
ナ

イ
タ
ー
陸
上
競
技
大
会
」
が
５
月
12

日
、
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で

の
延
べ
10
種
目
に
１
９
３
人
が
エ
ン

ト
リ
ー
。
夕
焼
け
の
広
が
る
な
か
、

選
手
た
ち
は
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
懸

命
に
駆
け
抜
け
て
い
ま
し
た
。

中
学
３
年
男
子
３
０
０
０
ｍ
の
部

１
位
の
宮
み
や
ざ
き
り
ゅ
う
げ
ん

崎
龍
玄
さ
ん（
直
入
中
）に

愛
誠
杯
が
、
中
学
生
女
子
１
５
０
０

ｍ
の
部
１
位
の
浅あ

さ
く
ら
あ
い

倉
愛
さ
ん（
久
住

中
３
年
）
に
会
長
賞
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
疾
走

 第52回九州高校女子ソフトボール選手権大会  

九州文化学園（長崎県）が
　　　　２年連続の頂点に

広報たけた平成 30 年 6 月号 10

たけたんトピックス

↑優勝を飾った九州文化学園の選手の皆さん

↑九州ナンバーワンの栄冠を目指し、白熱した試合
が展開されました

↑和気藹々とグラウンドゴルフを楽しむ参加者

↑子どもたちはニュースポーツや昔の遊びを体験↑ゴールを目指して一斉にスタートを切る選手たち



4
月
26
日
、
荻
町
新
藤
の
荻
神
社
で
、
県
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
の
「
ゆ
た
て
神
楽
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

笹
で
振
り
撒
い
た
湯
が
か
か
る
と
長
寿
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
る
「
ゆ
た
て
神
楽
」
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た

こ
の
日
は
、
地
元
の
人
や
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
な
ど
約

50
人
が
参
拝
し
ま
し
た
。

白
衣
姿
の
湯
師
２
人

が
笹
を
束
ね
た
「
テ
フ
リ

サ
サ
」
を
湯
に
つ
け
、
神

歌
を
歌
い
な
が
ら
四
方

に
振
り
散
ら
す
と
、
参
詣

者
は
そ
の
湯
を
浴
び
無

病
息
災
を
願
っ
て
い
ま

し
た
。

湯
を
浴
び
、
無
病
息
災
を
願
う

陽目の里で、自然の恵みを満喫！

５
月
６
日
、
谷
を
挟
ん
で
隣
接
す

る
荻
町
の
２
つ
の
自
治
会
の
後
継
者

グ
ル
ー
プ
、
恵
友
会
（
恵
良
原
自
治

会
）と
西
友
会（
西
福
寺
自
治
会
）
が
、

田
植
え
前
の
泥
田
を
舞
台
に
自
転
車

レ
ー
ス
や
綱
引
き
、
泥
田
フ
ラ
ッ
グ

な
ど
の
競
技
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
今
回
で
４
回
目
。
約

40
人
の
参
加
者
は
、
全
身
泥
だ
ら
け

に
な
り
な
が
ら
熱
い
バ
ト
ル
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

荻
町
を
熱
く
す
る
！
恵
友
会
VS

西
友
会

泥
田
を
舞
台
に
熱
い
バ
ト
ル
!!

日
本
の
伝
統
芸
能
「
能
楽
」
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
「
初
め
て

の
能
・
狂
言
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が

５
月
８
日
、
竹
田
小
学
校
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
福
岡
県
出
身
の
能
楽
シ

テ
方
、
今い
ま
む
ら村

嘉よ
し

太た

ろ

う郎
さ
ん
と
能
楽
狂

言
方
の
山や
ま

本も
と
の
り則

秀ひ
で

さ
ん
。
山
本
さ
ん

は
、
岡
藩
の
藩
命
に
よ
り
狂
言
を
始

め
た
と
さ
れ
る
山
本
東
次
郎
家
を

ル
ー
ツ
に
持
つ
伯
父
の
四
世
山
本

東
次
郎
に
師
事
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

は
、
同
校
の
５
、
６
年
生
58
人
が
参

加
。
今
村
さ
ん
と
山
本
さ
ん
は
「
能

は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
オ
ペ
ラ
で
、
狂

言
は
庶
民
の
日
常
を
描
い
た
喜
劇
」

と
話
し
、
能
と
狂
言
で
成
り
立
ち
や

舞
い
方
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
説

明
し
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
狂
言
の
「
座
る
」「
立

つ
」「
歩
く
」
の
基
本
動
作
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
。
５
年
生
の
石い
し

井い

綾あ
や

さ
ん
は

「
能
も
狂
言
も
姿
勢
が
大
切
だ
と
わ

か
っ
た
。
背
筋
が
ピ
ン
と
な
る
よ
う

に
立
っ
た
り
座
っ
た
り
し
た
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

能と狂言の世界を体験

明るく楽しく元気に学びます！

５月３日、大野川の豊かな自然の恵みに感謝する「第
30回大野川源流祭り2018」が、荻町の陽目の里キャンピ
ングパークで開催されました。

平成元年に始まったこの祭りは、新緑のまぶしい季節
に自然を満喫できる催しとして定着。晴天に恵まれたこ
の日も2000人を超える観光客が訪れました。

地元の神楽や和太鼓
などのステージイベン
ト、エノハのつかみ取り、
250食限定の春の山菜リ
ゾットコーナーなど盛り
だくさんの催しを楽しむ
来場者で、会場は終日賑
わっていました。

泥田の上を快調に…

ドボン!!

さまざまな学習活動を通して、生きがいづ
くり、健康づくり、仲間づくりを図る「竹田市
高齢者大学」が、５月18日開講しました。

竹田市総合社会福祉センターで行われた
開講式には257人の受講生のうち約120人
が出席。代表して高齢者大学運営委員長の
足
あ だ ち た か お

立孝夫さん（直入町）が「助け合い励まし合
いながら、明るく楽しく元気に学びます」と決
意を述べました。

受講生は今後１年を通じて、竹田市の文化
や健康などの学習を深めていきます。
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●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

↑フラッグをつかもうと、泥田にダイブする参加者

↑すり足で「歩く」体験をする児童ら

↑開講式当日は豊後大野市大野町の法壽山明尊寺住職、藤
ふじむら

村

暢
とおる

さんを講師に招き、人権学習が行われました

↑エノハの塩焼きにかぶりつく子どもたち

↑無病息災を願って勢いよく湯を撒
く湯師たち



↑㈱ ECOW の下村崇顕代表が新電力事業の目的や今後の展開につ
いて説明

2018年春の叙勲受章者が４月29日付けで発表さ

れ、市内からは２名の方が受章されました。

旭日双光章

和
わ だ

田　幸
こうせい

生 さん

（76歳・小仲尾）

旭日双光章

衛
え

藤
とう

　愼
しん

二
じ

 さん

（73歳・下本町）

和田さんは５期18年にわたり議員に在職し、副議長
や建設常任委員会委員長等を歴任、市政の発展に尽
力され、また議会の円滑な運営に貢献されました。
「市民の皆さんのご協力のおかげ。今後もできる限り

市に貢献していきたい」

衛藤さんは４期16年にわたり議員に在職し、議長、産
業経済や建設常任委員会委員長等を歴任され、市政
の発展に尽力されました。
「市民の代弁者として務めさせていただいた。支えて

いただいた皆さんに感謝したい」

春の叙勲

  受章おめでとうございます

前
回
ま
で
、
全
国
で
自
治
体
新

電
力
が
誕
生
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
竹
田
市
も
新
電
力
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を
お
伝
え
し
て
き

ま
し
た
。

今
回
を
含
め
た
４
回
は
、
電
力

事
業
そ
の
も
の
と
少
し
話
題
が
異

な
り
ま
す
が
、エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
を

取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。

　

 

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

現
在
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界

は
大
き
な
転
換
点
に
あ
り
ま
す
。
一

極
集
中
型
で
あ
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
が
小
規
模
分
散
型
の
産
業
へ
と

変
化
し
て
い
っ
て
お
り
、
特
に
欧
米

は
そ
の
先
進
地
の
よ
う
で
す
。

こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
変
革
は
、

農
耕
革
命
、
産
業
革
命
、
情
報
革
命

に
次
ぐ
第
４
の
革
命
と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
あ
る
ほ
ど
で
す
が
、
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

世
界
的
に
見
た
そ
の
一
番
大
き
な

理
由
は
気
候
変
動
対
策
で
す
。
気

候
変
動
と
は
、
石
油
や
石
炭
な
ど
の

化
石
燃
料
を
燃
や
す
こ
と
で
増
え

る
二
酸
化
炭
素（
温
室
効
果
ガ
ス
）

が
地
球
の
平
均
気
温
を
上
げ
て
し

ま
う
世
界
的
な
環
境
問
題
で
す
。
こ

の
ま
ま
地
球
の
平
均
気
温
が
上
が

り
、
産
業
革
命
前
に
比
べ
て
＋
2
℃

を
超
え
て
し
ま
う
と
回
復
が
難
し

い
危
機
的
な
状
況
が
起
こ
る
可
能

性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
回
避
す
る

た
め
に
、２
０
１
５
年
に「
パ
リ
協
定
」

と
呼
ば
れ
る
国
際
協
定
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
の
規
制
を
義
務
化
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
で
画
期
的
な
も
の
で
あ
り

ま
す
が
、
厳
し
い
目
標
が
各
国
に
課

せ
ら
れ
、日
本
も
２
０
３
０
年
ま
で

に
２
０
１
３
年
を
基
準
に
し
て
、
温

室
効
果
ガ
ス
を
26
％
削
減
す
る
と

い
う
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、こ
れ
は
簡
単
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
活
の
利
便
性（
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
）を
落
と
さ
ず
に

化
石
燃
料
の
使
用
量
を
減
ら
す
に

は
、
原
子
力
あ
る
い
は
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
を
増
や
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
次
号
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る

②　

原
子
力
は
救
世
主
か
？
」
に

続
く
）

文
／
㈱
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｗ　

下
村
崇
顕

問
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
㈱

☎
64-

０
１
７
５

地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

　
　
　
　 

未
来
の
ま
ち
づ
く
り

 Vol.3  

エネルギーを考える①　気候変動問題

電
力
の
小
売
事
業
の
自
由
化
に
よ

り
、
自
治
体
が
電
力
事
業
を
行
う
こ

と
も
可
能
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
市

で
は
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
㈱
が
福
岡

県
み
や
ま
市
の
み
や
ま
ス
マ
ー
ト
エ

ネ
ル
ギ
ー
㈱
の
取
次
店
と
な
り
、
電

力
の
小
売
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

５
月
９
日
に
は
市
議
会
議
員
や
市

職
員
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開
催
。

ま
ち
づ
く
り
た
け
た
㈱
の
電
力
事
業

推
進
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
る
㈱
Ｅ

Ｃ
Ｏ
Ｗ
の
下
村
崇た
か

顕あ
き

代
表
か
ら
、
事

業
の
目
的
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

今
年
度
中
に
市
の
主
要
な
公
共
施

設
約
70
か
所
、
約
２
２
０
０
キ
ロ
ワ
ッ

ト
の
電
力
の
切
り
替
え
と
高
圧
事
業

所
の
営
業
を
強
化
。
取
次
店
か
ら
の

自
立
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
、

将
来
的
に
は
事
業
の
収
益
の
一
部
で

小
・
中
学
校
の
教
育
支
援
を
行
う
な

ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
還
元
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
課
題

の
竹
田
市
に
と
っ
て
、
重
要
な
役
割

を
果
た
す
新
電
力
事
業
。
今
後
も
市

民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
得
な
が
ら
事

業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

竹
田
市
新
電
力
事
業
説
明
会

事
業
の
目
指
す
方
向
性
を
共
有
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「地元で働いてみませんか？」

求人情報

問竹田市ふるさとハローワーク
☎ 63-1101 

①介護職 ２人 13.6～17.7万円

②養豚管理者 ２人 18～25万円

③調理員 1人 14.5万円

④ホールスタッフ １人 19.3～19.7万円

⑤運転手 １人 15.1～24.5万円

⑥理学療法士 ２人 25～38万円

⑦一般土木作業員 １人 16.1～23万円

⑧ホール・厨房係 1人 14万円

⑨総務事務 １人 13～25万円

⑩農業機械の販売・修理 １人 14.6～23万円

⑪保育士 １人 15.7万円

⑫正看護師または准看護師 １人 14.5～30万円

[パート求人]（時給）
⑬店舗スタッフ ３人 820円

⑭介護補助 １人 737～850円

⑮新聞配達員 ２人 800円

⑯携帯電話販売員 １人 800～1000円

⑰ホームヘルパー １人 830～1200円

⑱接客・レジ担当 １人 737円

⑲縫製スタッフ ２人 737～800円

⑳タクシー乗務員 １人 737～800円

㉑作業員 １人 774円

㉒調理員 １人 770円

㉓送迎運転手 １人 1000円

㉔客室清掃 １人 800円

労
働
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
は
さ
ま

ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、
な
か
で
も
パ
ワ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
以
下
パ
ワ
ハ
ラ
）

と
は
職
場
に
お
け
る
力
関
係
を
背
景

と
し
た
不
快
な
言
動（
い
じ
め
）で
す
。

精
神
的
に
傷
つ
き
仕
事
に
集
中
で

き
な
か
っ
た
り
、
職
場
に
行
く
の
が

苦
痛
と
な
っ
た
り
す
る
パ
ワ
ハ
ラ
は
、

働
く
者
に
と
っ
て
は
労
働
問
題
そ
の

も
の
で
あ
り
、
雇
用
や
賃
金
の
不
払

い
に
ま
で
至
る
い
じ
め
は
、
生
存
権

を
脅
か
し
か
ね
な
い
人
権
問
題
で
す
。

防
止
す
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば

い
い
？

企
業
内
で
不
祥
事
や
ト
ラ
ブ
ル
が

起
き
れ
ば
事
実
調
査
し
、
加
害
者
の

処
分
を
す
る
こ
と
が
人
事
対
策
の
手

法
で
し
た
が
、
今
後
は
被
害
者
側
の

権
利
回
復
を
図
る
た
め
に
、
効
果
的

な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
人
権
へ
の

配
慮
と
さ
れ
ま
す
。

加
害
者
と
被
害
者
の
認
識
の
ギ
ャ

ッ
プ
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。
職
場
で
の
人
間
関
係
の
あ
り

方
に
つ
い
て
共
通
認
識
を
つ
く
り
あ

げ
た
り
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
持
っ
た
り
、

ま
た
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
研
修
を
行
う
こ

と
で
予
防
対
策
に
な
り
ま
す
。

苦
情
相
談
が
あ
っ
た
と
き
は
？

職
員
が
安
心
感
を
持
ち
、
勤
労
意

欲
を
維
持
で
き
る
た
め
に
、
苦
情
相

談
窓
口
を
設
け
る
こ
と
は
必
要
で
す

が
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
な
い
」

「
解
決
が
図
れ
な
い
」「
解
決
能
力
が

あ
る
と
は
思
え
な
い
」
等
の
不
信
感

を
持
た
れ
、
機
能
し
な
い
こ
と
が
な

い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

苦
情
相
談
を
受
け
る
行
政
機
関
も

あ
り
ま
す
。
リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
解
雇

や
退
職
強
要
、
ノ
ル
マ
強
化
、
人
間
関

係
、
女
性
に
向
け
た
差
別
的
な
言
動

等
の
パ
ワ
ハ
ラ
で
お
困
り
ご
と
が
あ

れ
ば
、
竹
田
市
人
権
・
同
和
対
策
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
考
文
献
：
解
放
出
版
社
発
行
『
知
っ

て
い
ま
す
か
？
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
』

金
子
雅
臣
著

問
竹
田
市
人
権
・
同
和
対
策
課

☎
63-

４
８
２
０

人
権

シリーズ　No.38

こころちゃん

パワーハラスメント

とは？

「
笑
顔
の
花
」
を

         

育
て
よ
う

５
月
24
日
、
城
原
小
学
校（
後
藤
修

一
郎
校
長
・
24
人
）
で
、
平
成
30
年
度

「
人
権
の
花
」
指
定
書
交
付
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

「
人
権
の
花
」
運
動
は
、
花
を
育
て

「
命
を
大
切
に
す
る
心
」
や
「
相
手
を

思
い
や
る
心
」
を
学
ん
で
も
ら
お
う

と
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
。
式
で

は
児
童
代
表
に
指
定
書
が
手
渡
さ

れ
、
児
童
会
長
の
本ほ

ん

だ田
瑞た

ま

葵き

さ
ん（
６

年
）が
「
水
や
り
な
ど
の
世
話
を
し
っ

か
り
し
て
、
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ

た
い
。
た
く
さ
ん
の
人
に
花
を
見
て

も
ら
い
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
校
に
な

る
よ
う
、
そ
し
て
活
動
を
通
し
て
、
私

た
ち
の
心
も
優
し
く
明
る
く
成
長
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

↑児童たちは１年間、花を大切に育てながら、思いやりの
心を育みます

市では、椎茸産地の振興と椎茸生産者の経営安定対策
のために、椎茸種駒の助成を行っています。
補助要件
①補助対象者
　市内に住所を有する椎茸生産者
②補助対象要件
　平成29年11月から平成30年５月の間に植菌した種駒 
が２万駒を超える生産者
③補助金額
　・植菌した種駒が２万～３万駒の範囲は0.5円／駒
　・植菌した種駒が３万駒を超える分は1.0円／駒
申請に必要な書類等
　①茸種駒販売証明書（種駒販売店）
　②補助金振込口座の通帳
　③納税に関する書類（完納証明書）
　④暴力団排除条例に基づく誓約書
　⑤申請兼実績報告書
提出先　竹田市農政課林業振興室または各支所地域振
　　　　興課産業建設係
受付締切　８月31日㈮
問竹田市農政課林業振興室　☎63‒4805

椎茸種駒を助成します！
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1
・県民防災アクションデー（県下
　一斉避難行動訓練） 9:30に市内
　一斉サイレン吹鳴
・人権特設なんでも相談所 10:00-
　15:00（竹田市総合社会福祉セン
　ター・荻支所・久住公民館・直入
　公民館）
・第6回竹田市農業委員会総会 　
　13:30～（市役所本庁3階会議室5）

2

7
・竹田温泉「花水月」休館日
・おはなしルーム 14:00-14:30（竹
　田幼稚園）

8
・健幸運動教室 13:30-15:30（竹田
　市直入 B&G 海洋センター）
　☎75-3688（竹田市保険健康課
　温泉利用相談室）

9

14
・おはなしルーム 14:00-14:30（南
　部幼稚園）

15
・健幸運動教室 13:30-15:30（竹田
　市直入 B&G 海洋センター）
　☎75-3688（竹田市保険健康課
　温泉利用相談室）

16
・第1回就職セミナー＆合同企業
　就職相談会 12:30～受付 13:00
　～開会（竹田市総合社会福祉セ
　ンタ−）
・韓国映画上映会「王になった男」 
　13:30～（直入公民館視聴覚室）
　※入場無料 ☎75-2240（直入公
　民館）

21
・5歳児健診 13:00～受付（竹田市
　総合社会福祉センター）
・こころの健康相談 13:30-15:30
　（荻支所） ☎63-3346（竹田市心
　の相談支援事業所）※要予約（相
　談日の前日午前中まで）
・精神保健福祉相談 14:00-16:00
　（大分県豊肥保健所） ☎0974-
　22-0162（豊肥保健所）※要予約

22
・健幸運動教室 13:30-15:30（竹田
　市直入 B&G 海洋センター）
　☎75-3688（竹田市保険健康課
　温泉利用相談室）

23
・新しい地域ささえ愛推進フォー
　ラム in 竹田 9:00-12:00（竹田市
　総合社会福祉センター）

28
・竹田温泉「花水月」休館日
・ 大分県交通事故巡回相談 10:00-
　15:00（大分県豊肥振興局） ☎63-
　1171（豊肥振興局）※要予約
・こころの健康相談 13:30-15:30
　（久住保健センター） ☎63-3346
　（竹田市心の相談支援事業所）
　※要予約（相談日の前日午前中
　まで）

29
・健幸運動教室 13:30-15:30（竹田
　市直入 B&G 海洋センター）
　☎75-3688（竹田市保険健康課
　温泉利用相談室）

30
・愛育保健推進会10周年記念事業 
　13:00-15:00（竹田市総合社会福
　祉センター）

よりそいカフェに参加
しませんか

【竹田】

・６月８日・22日㈮ 13：30-15：30
　古町商栄会

【荻】

・６月12日・26日㈫ 13：00-15：00
　荻「しらみず」

【久住】

・６月12日㈫・28日㈭ 13：00-15：00
　久住「りんどう」

【直入】

・６月８日・22日㈮ 13：00-15：00
　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】

・６月７日・14日㈭ 13：00-15：00
　出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】

・６月６日㈬ 13：00-15：00
　入田分館
・６月12日㈫ 13：00-15：00
　嫗岳分館
・６月20日㈬ 13：00-15：00
　宮砥分館

【都野】

・６月６日㈬ 13：30-15：30
　くたみたきのう館
・６月16日㈯ 13：30-15：30
　グループホームくたみのもり

よりそいカフェは認知症の人
やその家族、地域の住民らが
気軽に交流できる場所です。

地区巡回健診日程
６月 １日㈮ 荻福祉健康エリア

６月 ３日㈰ 竹田南部中学校

６月 ４日㈪ 荻福祉健康エリア

６月 ５日㈫ 菅生分館

６月 ６日㈬ 宮砥分館

６月 ８日㈮ 旧岡本小学校

６月11日㈪ 嫗岳分館

６月12日㈫ 玉来体育館

６月13日㈬ 玉来体育館

６月16日㈯ 祖峰小学校

６月17日㈰ 荻福祉健康エリア

６月19日㈫ 山村交流センター

６月21日㈭ 直入公民館

６月22日㈮ 直入公民館

７月 ３日㈫ 白丹公民館

７月 ５日㈭ 都野公民館

７月 ６日㈮ 都野公民館

７月 ８日㈰ 宮城台小学校

※受付時間はいずれも午前８時～10時

【行政なんでも相談所】

地域 相談日 時　間 開　催　場　所
竹田

6月20日㈬
10：00

〜12：00

竹田市総合社会福祉センター 相談室 
荻 荻公民館　幼児室

久住 久住公民館　健康相談室
直入 直入支所　小会議室 

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで
　「困ったら一人で悩まず行政相談！」

〔竹田〕阿南　　茂  ☎67-2608　〔 荻 〕佐藤　孝幸  ☎68-3510
〔久住〕本郷　俊一  ☎76-1304　〔直入〕児玉　龍明  ☎75-2426
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3
・第35回大分合同新聞社旗争奪・
　直入地域自治会対抗ソフトボ
　ール大会 8:30～開会式 9:00～
　試合開始（直入総合運動公園グ
　ラウンド他）
・第66回くじゅう山開き 10:30～
　山頂祭 11:00頃～記念ペナント
　配布（大船山山頂）

4
・荻の里温泉休館日

5
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
　田市立図書館おはなしひろば）
・こころの健康相談 13:30-15:30
　（直入支所） ☎63-3346（竹田市
　心の相談支援事業所）※要予約
　（相談日の前日午前中まで）
・健幸運動教室 13:30-15:30（竹田
　市直入 B&G 海洋センター）
　☎75-3688（竹田市保険健康課
　温泉利用相談室）

6
・陽目の里「名水茶屋」休業日

10
・郷土の自然に親しみ植物を観察
　する会「初夏のくじゅう山系（扇
　ケ鼻）」 7:00までに市役所駐車場
　集合※参加料1000円 ☎62-4100
　（竹田創生館）

11
・竹田温泉花水月メンテナンス
　休館（～21日）
・石造物を訪ねる会「久住・直入
　町の石造物」 9:00までに市役所
　駐車場集合※参加料1000円 ☎
　62-4100（竹田創生館）
・豊肥家畜市場〔子牛〕 9:30～せ
　り開始（豊後豊肥家畜市場）

12
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
　田市立図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:30（竹田
　市直入 B&G 海洋センター）
　☎75-3688（竹田市保険健康課
　温泉利用相談室）

13
・陽目の里「名水茶屋」休業日

17
・県民すこやかスポーツ祭「白水の
　滝と円形分水路見学ウォーク」 8:30
　～受付（白水の滝キャンプ場駐車場）
　※参加料 一般300円  高校生200円
　中学生以下100円 ☎090-8831-0987
　（高瀬）
・第14回由学館セミナー「『訓読豊
　後国志』出版記念～唐橋君山の遺
　業に学ぶ」 13:00～（竹田市総合社
　会福祉センター）※入場無料

18
・荻の里温泉休館日

19
・なかよし幼稚園・家庭教育講演
　会 9:00-12:00（竹田市直入 B&G
　海洋センター体育館・直入公民
　館）
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
　田市立図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:30（竹田
　市直入 B&G 海洋センター）
　☎75-3688（竹田市保険健康課
　温泉利用相談室）

20
・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・豊肥家畜市場〔成牛〕 9:30～せり開始（豊
　後豊肥家畜市場）
・年金相談 [ 完全予約制 ] 10:00-15:00（竹田
　市高齢者いきいき交流センター） ☎097-
　552-1211（日本年金機構大分年金事務所）
・1歳6か月児健診 13:00～受付（竹田市総
　合社会福祉センター）
・大分県行政書士会無料相談会 13:00-16:00
　（大分県行政書士会〔大分市〕） ☎097-537-
　7089（大分県行政書士会事務局）

24
・B&G 財団会長賞第1回竹田市自
　治会対抗ミニバレーボール大会 
　8:30～ 開会式（ 竹田市直入 B&G
　海洋センター体育館）

25 26
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
　田市立図書館おはなしひろば）
・こころの健康相談 13:30-15:30
　（竹田市総合社会福祉センター）
　☎63-3346（竹田市心の相談支
　援事業所）※要予約（相談日の
　前日午前中まで）
・健幸運動教室 13:30-15:30（竹田
　市直入 B&G 海洋センター）
　☎75-3688（竹田市保険健康課
　温泉利用相談室）

27
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・もぐもぐ教室（5～6か月児） 9:30
　～受付（竹田市総合社会福祉セン
　ター）

子育て中の皆さまを応援します!
わくわくスタンプ・カード会では、子

育て中の保護者の皆さまを応援しよう
と、「子育て応援ポイント」を進呈して
います。乳幼児健診に来られた際に、
40ポイントを付与した「わくわくカー
ド」をお渡ししていますので、ぜひご活
用ください。
問わくわくスタンプ・カード会

☎63-3860

６月1日㈮～ 7日㈭は、水道週間です

竹田市上水道事業では、水道週間の期間中、竹田市管工事協同組合の協賛によ
り、給水設備の点検活動を行います。

健康に直接影響する水道水の水質基準は年々厳しくなっていますが、上下水道
課では安全な水の供給に努めています。貯水槽を使用して各戸に給水している場
合は、タンクの清掃や定期的な水質検査等、適正な管理を行ってください。

また、毎月１日から10日の間、水道メーターの検針を行っています。量水器の上
に物を置いたり、犬の放し飼いをしないようにし、検針業務にご協力をお願いしま
す。なお、水道料金のお支払いは便利な口座振替をご利用ください。
問竹田市上下水道課　☎63-1046

『児童手当現況届』の提出を忘れずに

現況届は、児童手当等の受給者の毎年６月１
日の状況を把握し、６月以降の児童手当等を引
き続き受け取る要件（児童の監督や保護、生計
同一関係など）を満たしているかどうかを確認
するためのものです。

提出がない場合には、６月以降の手当が受け
られなくなります。対象者には６月上旬頃書類
を郵送しますので、６月末までに提出をお願い
します。　　 問竹田市社会福祉課　☎63-4811

　
　
　

月
間
・
そ
の
他

○男女雇用機会均等月間

○リウマチ月間

○夏の省エネキャンペーン

　（6/1～9/30）

○まちづくり月間　

○土砂災害防止月間

○歯と口の健康週間（6/4～10）

○薬物乱用防止「ダメ。ゼッタイ。」

　普及運動（6/20～7/19）

○男女共同参画週間（6/23～29）

2018年7月上旬の主な予定　※５月24日現在

 １日㈰ ・第21回久住高原の唄日本一大会
 9:00～予選

 14:00～決勝（久住公民館くじゅうサンホール） 

 ☎76-1610（久住高原の唄日本一大会実行委員 

 会事務局）

 ２日㈪ 【納期限】市県民税（全納・1期）、国民健康保険税 
 （3期）
12日㈭ ・豊肥家畜市場〔子牛〕
 9:30～せり開始（豊後豊肥家畜市場）
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竹 田 市 の　 こ よ みたけたんカレンダー
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 農業委員会事務局からのお知らせ  ・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月 15 日です（15 日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。　問竹田市農業委員会事務局　☎ 63-4815



 

年　

金

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

６
月
上
旬
頃
に
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
「
年
金
振
込
通
知
書
・
年
金
額
改

定
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

「
年
金
振
込
通
知
書
」
は
、
金
融
機

関
な
ど
の
口
座
振
込
で
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
に
対
し
て
、
今
年
６
月

か
ら
来
年
４
月
ま
で
の
偶
数
月
に
お

支
払
い
す
る
年
金
額
や
支
払
日
を
記

載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
「
年
金
額
改
定
通
知
書
」
は
、

平
成
30
年
４
月
か
ら
の
改
定
後
の
年

金
額
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問
大
分
年
金
事
務
所（
お
客
様
相
談
室
）

☎
０
９
７-

５
５
２-

１
２
１
１

 
住
宅
改
修
支
援

子
育
て
・
高
齢
者
世
帯

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

住
宅
の
改
修
工
事
等
に
対
す
る
補

助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
子
育
て
支
援
型

世
帯
要
件　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
が

い
る
世
帯
で
、
世
帯
員
全
員
の
前
年

の
所
得
総
額
が
６
０
０
万
円
未
満

補
助
対
象　

子
ど
も
部
屋
の
増
築
、

間
取
り
の
変
更
、
内
装
改
修
工
事
等

で
30
万
円
以
上
の
も
の

補
助
金
額　

補
助
対
象
工
事
費
の

20
％（
限
度
額
30
万
円
）

▪申
　

・
問
竹
田
市
建
設
課

☎
63-

１
１
１
１（
内
線
２
５
４
）

◇
三
世
代
同
居
支
援
型

世
帯
要
件　

18
歳
未
満
の
子
ど
も

を
含
む
三
世
代
以
上
で
構
成
さ
れ

る
世
帯

補
助
対
象　

玄
関
、
便
所
、
浴
室
、

キ
ッ
チ
ン
の
４
つ
の
部
位
の
う
ち
、

１
部
以
上
を
増
設
・
改
修
し
、
そ
の
後

２
部
位
以
上
が
複
数
と
な
る
工
事
等

補
助
金
額　

補
助
対
象
工
事
費
の

50
％（
限
度
額
75
万
円
）

▪申
　

・
問
竹
田
市
建
設
課

☎
63-

１
１
１
１（
内
線
２
５
４
）

◇
高
齢
者
バ
リ
ア
フ
リ
ー
型

世
帯
要
件　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

い
る
世
帯
で
、
世
帯
員
全
員
の
前
年

の
所
得
総
額
が
３
５
０
万
円
未
満

補
助
対
象　

高
齢
者
用
の
寝
室
の
増

築
及
び
内
装
改
修
工
事
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
工
事
等
で
30
万
円
以
上
の

も
の

補
助
金
額　

補
助
対
象
工
事
費
の

20
％（
限
度
額
30
万
円
）

▪申
　

・
問
竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課

☎
63-

１
１
１
１（
内
線
１
３
２
）

※
申
込
締
切　

８
月
31
日
㈮

※
昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木

造
住
宅
に
つ
い
て
は
、
別
途
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

在
宅
重
度
障
が
い
者
の
方
の

住
宅
改
造
助
成
事
業

在
宅
重
度
障
が
い
者
の
方
の
身
体

機
能
障
が
い
等
に
よ
る
在
宅
生
活
の

不
便
や
危
険
を
軽
減
す
る
た
め
、
住

宅
改
造
費
の
助
成
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

対
象
者　

次
の
項
目
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
世
帯
で
す
。
た
だ
し
、
①

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
世
帯
と
な
り
ま
す
。

①
重
度
障
が
い
者
（
身
体
障
害
者
手

帳
１
、
２
級
・
療
育
手
帳
Ａ
１
、
Ａ

２
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
の
方
）の
い
る
世
帯

韓国映画上映会を開催します

第14回由学館セミナー

ＮＰＯ法人日韓芸術文化交流会では映
画上映会等を開催し、日本と韓国の文化、
歴史、芸能などを通じた市民レベルのコミュ
ニケーションを図る活動を行っています。
日時　６月16日㈯　午後１時30分～
会場　直入公民館２階視聴覚室
上映内容　王になった男（上映時間131分）
料金　無料
問ＮＰＯ法人日韓芸術文化交流会

☎090-4992-6743（担当・印
いん

）

上記内容については基本的な情報です。補助要件等の詳細については　問竹田市建設課　☎63-1111（内線254）まで

昭和56 年5 月以前に建てられた

木造住宅等の耐震診断および耐震改修工事 に対する費用の一部を助成しています

申込締切　平成30 年12 月28 日㈮

耐震診断

耐震改修

補助金額

補助金額

上限（7 万5 千円・9 万円・9 万5 千円または11 万円）  ※建物の規模により決定します

耐震改修工事に要する費用の3 分の2 の金額  （上限80 万円もしくは100 万円）

※住宅の耐震診断、改修のための補強設計については、第三者機関の判定が必要になります（費用は申請者負担）

「『訓読豊後国志』出版記念～唐橋君山の
遺業に学ぶ」
日時　６月17日㈰　午後１時～
会場　竹田市総合社会福祉センター
内容
講演①　太田由佳さん（国立科学博物館
協力研究員・龍谷大学非常勤講師）
演題　豊後に出会う―『豊後国志』を訓
み終えて―
講演②　佐藤晃洋さん（大分県立高田高
等学校長）
演題　唐橋君山による『豊後国志』編纂
講演③　勝盛典子さん（（公財）香雪美術
館兼中之島香雪美術館学芸部長）

演題　岡藩と馬
ば

道
どう

良
りょう

・北山寒
かん

巌
がん

 父子の
画業
講演④　松田清さん（京都大学名誉教
授・神田外語大学客員教授）
演題　『豊後国志』の自然描写
※入場無料
問竹田市文化財課　☎63-4818

たけたん

インフォ
6がつ
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②
世
帯
員
が
市
内
に
住
所
を
有
す
る

こ
と

③
生
計
中
心
者
の
前
年
の
所
得
金
額

が
２
０
０
万
円
未
満
の
世
帯

対
象
工
事　

玄
関
、
台
所
、
浴
室
、
便

所
、
廊
下
、
居
室
、
階
段
、
洗
面
所
等

を
利
用
し
や
す
く
改
造

※
工
事
前
の
申
請
が
必
要

申
込
方
法　

６
月
20
日
㈬
ま
で
に
必

要
書
類
（
協
議
書
・
計
画
書
・
個
別
調

書
・
見
積
書
・
改
造
前
後
の
見
取
図
・

現
況
写
真
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
事
前
着
工
不
可

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係　

☎
63-

４
８
１
１

 

相
談
会
な
ど

平
成
30
年
度 

「
聞
こ
え
と
こ
と
ば

の
教
育
相
談
会
」

大
分
県
立
聾
学
校
で
は
、
聞
こ
え

や
こ
と
ば
が
気
に
な
る
お
子
さ
ま
に

つ
い
て
の
巡
回
教
育
相
談
会
を
行
い

ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時　

８
月
１
日
㈬　

午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分

会
場　

竹
田
教
育
事
務
所
31
会
議

室相
談
内
容　

育
児
や
学
習
、
就
学
や

転
学
に
つ
い
て
の
相
談
／
聴
覚
障

が
い
教
育
に
関
す
る
情
報
提
供
／

医
療
・
福
祉
・
保
健
・
教
育
機
関
等
と

の
連
携
な
ど

相
談
対
象　

０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の

お
子
さ
ま
及
び
そ
の
関
係
者

申
込
方
法　

大
分
県
聾
学
校
へ
電
話

も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切　

７
月
13
日
㈮

※
相
談
は
無
料
で
す
。
相
談
は
個
別

に
行
い
、
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
を

厳
守
し
ま
す
。
相
談
時
間
等
は
、
お

申
し
込
み
後
、
担
当
者
と
の
打
ち
合

わ
せ
の
う
え
で
決
定
し
ま
す
。

ま
た
、
聞
こ
え
や
こ
と
ば
の
育
ち

に
不
安
の
あ
る
、
乳
幼
児（
０
～
２
歳
）

と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
教
育
相
談

も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
大
き
な
音
が
し
て
も
び
っ
く
り

し
な
い
」「
こ
と
ば（
発
声
）
が
は
っ
き

り
し
な
い
」
な
ど
、
気
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

相
談
日
・
時
間　

平
日
（
祝
日
を
除

く
）の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
な
お
、
７
月
７
日
㈯
・
12
月
２
日
㈰
・

平
成
31
年
３
月
２
日
㈯
も
相
談
を

行
い
ま
す
。
相
談
時
間
に
つ
い
て
は
、

連
絡
を
受
け
た
あ
と
調
整
し
ま
す
。

※
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、
相
談

日
の
１
週
間
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▪申
　

・
問
大
分
県
立
聾
学
校

☎
０
９
７-

５
４
３-

２
０
４
７

FAX
０
９
７-

５
４
６-

２
１
１
１

保護者向け合同企業説明会

労働保険年度更新のお知らせ

「おおいた働き方改革」経営者勉強会

県では高等学校、大学、短期大学、高等専門学
校、専修学校及び各種学校に通うお子さんをお
持ちの保護者の方を対象とした「保護者向け合同
企業説明会」を開催します。

県内企業20社が、お子さんの就職活動をサポー
トしたい保護者の皆さまに、求人票の記載内容に
とどまらない県内企業の魅力や強みをＰＲします。
県内企業をより深く知ることができる絶好の機
会です。ぜひご参加ください。

詳しくは「保護者向け合同企
業説明会　大分」で検索するか、
次のＱＲコードを読み取り、大
分県ホームページの紹介ペー
ジにアクセスしてください。
日時　７月１日㈰　午後２時～６時
会場　トキハ会館５階ローズの間
　　　（大分市府内町２-１-４）
参加企業数　県内企業20社
参加費等　無料、入退場自由
問大分県雇用労働政策課　☎097-506-3340

労働保険（労災保険・雇用保険）については毎年、
年度更新手続き期間中に前年度の保険料の確定
精算を行うとともに、新年度の概算保険料の申告・
納付を行うこととなっています。今年度の年度更
新手続き期間については、６月１日㈮から７月10
日㈫までです。
※平成30年度概算保険料については、労災保険
料率及び労務比率（建設事業のみ）の変更です。
問大分労働局労働保険徴収室　☎097-536-7095

人材の確保や定着、労働の生産性を改善する
「働き方改革」の必要性を理解し、実践するための

勉強会を開催します。
日時　６月７日㈭　午前10時～12時
会場　竹田総合庁舎３階大会議室
対象　企業、事業所等の経営者、人事労務担当者
内容　働き方改革の必要性、具体的な取組事例
　　　紹介、意見交換、県等施策紹介
問大分県雇用労働政策課労政福祉班
☎097-506-3327　
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成
人
発
達
障
が
い
者
家
族
教
室

発
達
障
が
い
に
対
す
る
正
し
い
理

解
と
適
切
な
支
援
を
目
的
に
、
発
達

障
が
い
者
の
家
族
を
対
象
に
し
た
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

第
１
回　

７
月
11
日
㈬
／
第

２
回　

７
月
25
日
㈬
／
第
３
回　

８

月
８
日
㈬

※
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
、
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　

16
歳
以
上
の
発
達
障
が
い
者

の
家
族

内
容　

講
義
、
話
し
合
い
、
演
習

参
加
費　

無
料　

※
事
前
申
し
込
み

が
必
要

申
込
締
切　

６
月
29
日
㈮

▪申
　

・
問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

こ
こ
ろ
の
健

康
課

☎
０
９
７-

５
４
１-

６
２
９
０

中
途
失
明
者
社
会
適
応
訓
練
事
業

「
休
火
山
塾
」
竹
田
教
室
入
塾

生
募
集

大
分
県
盲
人
協
会
で
は
、
県
の
委

託
事
業
と
し
て
中
途
失
明
者
社
会
適

応
訓
練
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
休

火
山
塾
」
竹
田
教
室
で
は
、
現
在
10

人
の
塾
生
が
楽
し
み
な
が
ら
社
会
復

帰
と
自
立
生
活
の
た
め
の
訓
練
を
し

て
い
ま
す
。

内
容　

感
覚
訓
練
、
歩
行
訓
練
、
盲

人
用
具
の
使
用
方
法
、
点
字
学
習
、

生
活
作
動
訓
練
、
日
常
生
活
の
楽
し

み
方
や
自
立
生
活
相
談
な
ど

※
毎
月
１
回
開
催

参
加
料　

無
料

場
所　

桑
畑
鍼
灸
治
療
院
内
（
直
入

町
長
湯
桑
畑
バ
ス
停
前
）

問
「
休
火
山
塾
」
竹
田
教
室

☎
75-

２
６
１
２（
吉
野
）

※
平
日
の
午
後
２
時
～
５
時
の
間
、

中
途
失
明
者
の
電
話
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
。

 

消
費
者
行
政

若
者
を
狙
う
儲
け
話
に
注
意
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
人
に
儲
か

る
話
が
あ
る
と
誘
わ
れ
、
カ
フ
ェ
で

投
資
ソ
フ
ト
に
つ
い
て
説
明
を
聞
い

た
。
そ
の
後
、
会
社
社
長
の
自
宅
に

呼
ば
れ
「
価
格
は
２
４
０
万
円
だ
が

半
額
に
す
る
。
そ
の
内
の
60
万
円
は

会
社
負
担
に
す
る
の
で
60
万
円
支

払
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
。「
お

金
が
な
い
」
と
断
っ
た
が
、
消
費
者
金

融
で
借
り
る
よ
う
言
わ
れ
、
指
示
通

り
会
社
員
と
身
分
を
偽
っ
て
お
金
を

借
り
た
。
人
を
勧
誘
す
れ
ば
お
金
が

も
ら
え
る
と
聞
い
て
い
た
が
、
実
際

は
説
明
と
は
異
な
り
簡
単
に
は
儲
か

ら
な
い
、
と
い
っ
た
相
談
事
例
が
増

え
て
い
ま
す
。

20
歳
を
過
ぎ
る
と
身
近
な
友
人
や

先
輩
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
サ
ー
ク
ル
で
知
り

合
っ
た
人
か
ら
、
マ
ル
チ
取
引
や
儲

け
話
の
勧
誘
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
契
約
し
て
し
ま
う
と
自
分
自

身
も
友
人
を
勧
誘
す
る
側
に
な
り
、

人
間
関
係
を
壊
し
た
り
、
金
銭
ト
ラ

ブ
ル
に
陥
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る

た
め
注
意
が
必
要
で
す
。
儲
け
話
を

う
の
み
に
せ
ず
、
不
必
要
な
契
約
は

勇
気
を
出
し
て
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま

し
ょ
う
。

問
竹
田
市
市
民
課
（
竹
田
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
）☎
63-

４
８
３
４　

午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
月
～
金

の
平
日
の
み
）
／
大
分
県
消
費
生
活
・

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７-

５
３
４-

０
９
９
９

 

講
習
会

初
心
者
狩
猟
講
習
会

狩
猟
免
許
の
取
得
を
希
望
す
る
方

は
必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
わ
な
猟

①
日
時　

７
月
16
日
㈪　

午
前
10
時

家庭用生ごみ処理機等購入に対する補助金を拡充します
各家庭から排出される生ごみの減量化と再資源化を推進するため、

「生ごみ処理機設置補助金交付要綱」を拡充する改正をしました。
補助対象品目 対象数 補助率 上限額

生ごみ処理機（電動式） １世帯につき
１基のみ

２分の１
（100円
未満は切
り捨て）

4万円

生ごみ処理容器（バケツ）
段ボールコンポスト等

１世帯につき
２基まで 3千円

※市内の業者から購入したものに限ります。
※購入後２か月以内まで申請ができます。

猫の苦情に対するお願い
野良猫による糞尿被害や無責任なエサやり、捨て猫に対する苦情・相談

が多数寄せられています。野良犬については、「狂犬病予防法」に基づき
捕獲を行うことが可能ですが、猫をはじめとする愛玩動物は、「動物愛護法」
で捕獲等の行為が禁止されており、公的機関でも猫の駆除や捕獲は行い
ません。猫に餌を与えるだけでその後の管理をしないのは無責任な行為
です。餌付けをしている方は、餌やりをやめるか、飼い主として責任をもっ
て飼いましょう。また、飼っている猫は、屋外に出すと飼い主の見えないとこ
ろで、糞尿やいたずらなどによりトラブルに発展する恐れがあるので、室内
飼育に努めましょう。
問竹田市市民課環境衛生係　☎63-4821

環境衛生係よりお知らせ
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～
午
後
４
時
30
分

会
場　

大
分
県
林
業
会
館
新
館
３
階

（
大
分
市
大
字
古
国
府
１
３
３
７-

20
）

②
日
時　

７
月
29
日
㈰　

午
前
10
時

～
午
後
４
時
30
分

会
場　

神
楽
会
館
（
豊
後
大
野
市
清

川
町
砂
田
８
１
０
）

◇
第
一
種
銃
猟
・
第
二
種
銃
猟

①
日
時　

７
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

会
場　

大
分
県
猟
友
会
（
大
分
市
顕

徳
町
２-

６-

13
）

受
講
内
容　

法
令
・
鳥
獣
・
猟
具
に
関

す
る
知
識
、
実
技

受
講
料

○
わ
な
猟　

８
千
円

○
第
一
種
銃
猟
、
第
二
種
銃
猟
、
第

一
種
銃
猟
及
び
第
二
種
銃
猟
は
各
々

１
万
２
千
円

○
わ
な
猟
及
び
第
一
種
銃
猟
、
わ
な

猟
及
び
第
二
種
銃
猟
、
わ
な
猟
及
び

第
一
種
銃
猟
並
び
に
第
二
種
銃
猟
は

各
々
２
万
円

受
付
期
間

①
は
７
月
１
日
㈰
～
８
日
㈰

②
は
７
月
11
日
㈬
～
20
日
㈮

▪申
　

・
問
竹
田
市
猟
友
会
（
竹
田
市
大

字
吉
田
３
３
１-

１　

東
建
設
㈲
事

務
所
内
）　

☎
62-

３
４
３
４

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

期
日　

７
月
11
日
㈬

会
場　

大
分
県
教
育
会
館
（
大
分
市

下
郡
４
９
６-

38
）

受
付
期
間　

６
月
11
日
㈪
～
18
日
㈪

受
講
料　

６
５
０
０
円

定
員　

50
人

受
講
申
込
書
の
入
手
方
法

・
各
消
防
本
部（
局
）

・
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

・
日
本
防
火
・
防
災
協
会
及
び
大
分

県
消
防
設
備
安
全
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

そ
の
他　

講
習
会
当
日
の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。

消
防
設
備
士
試
験
準
備
講
習

日
時　

７
月
22
日
㈰　

午
前
９
時
30

分
～
午
後
５
時

会
場　

大
分
県
教
育
会
館
（
大
分
市

大
字
下
郡
４
９
６-

38
）

講
習
種
別　

１
類
・
４
類
・
６
類
（
各

甲
乙
種
）

受
付
期
間　

６
月
18
日
㈪
～
７
月
13

日
㈮

申
込
書
の
配
布
場
所

・
各
消
防
本
部
（
局
）

・
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

・（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協

会
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
）

▪申
　

・
問（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備
安

全
協
会（
〒
８
７
０-

０
０
２
３　

大

分
市
長
浜
町
２-

12-

10　

昭
栄
ビ

ル
４
階
）

☎
０
９
７-

５
３
７-

３
１
２
５

 税務職員採用試験

人事院九州事務局と熊本国税局では、税務職員採用試

験の受験者を募集します。申込受付は６月18日㈪から開

始しますので、受験資格や申込方法等の詳細は、国税庁

ホームページの試験概要（ 税務職員採用試験  検索 ）を

ご覧いただくか、下記にお問い合わせください。

なお、申込受付期間及び申込先は、申込方法及び希望

する第１次試験地により異なりますので、ご注意ください。

問人事院九州事務局　☎092-431-7733／熊本国税局

人事第二課試験研修係　☎096-354-6171（内線6046）

／竹田税務署　☎0974-63-3141※自動音声案内

 平成30年度 第1回 消防設備士試験

日時　８月 26 日㈰　午前 10 時～

会場　大分大学（大分市大字旦野原 700 番地）

試験種類　全類

願書の配布場所

・各消防本部（局）

・大分県消防保安室

・（一財）消防試験研究センター大分県支部

受付期間　〔電子申請〕６月29日㈮～７月９日㈪

　　　　　〔書面申請〕７月２日㈪～12日㈭

▪申　・問（一財）消防試験研究センター大分県支部

（〒870-0023　大分市長浜町２-12-10　昭栄ビル２階）

☎097-537-0427

 毒物劇物取扱者試験

日時　８月７日㈫　午前10時～

会場　学校法人平松学園　大分短期大学

　　　（大分市千代町３丁目３番８号）

試験の種類　一般、農業用品目及び特定品目毒物劇物

　　　　　　取扱者試験

受付期間　６月11日㈪～22日㈮　※土・日を除く午前

　　　　　８時30分～午後５時15分

提出先　住居もしくは勤務地等を所管する保健所（保

　　　　健部）

問大分県福祉保健部薬務室

☎097-506-2650（担当・高畑）
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平
成
30
年
度 

大
分
県
調
理
師
試

験
準
備
講
習
会

日
時
及
び
会
場　

７
月
４
日
㈬
・
５
日
㈭　

大
分
県
教

育
会
館（
大
分
市
大
字
下
郡
４
９
６

-

38
）

７
月
12
日
㈭
・
13
日
㈮　

別
府
ビ
ー
コ

ン
プ
ラ
ザ（
別
府
市
山
の
手
町
12
番
１

号
）

７
月
18
日
㈬
・
19
日
㈭　

か
ん
ぽ
の
宿

日
田（
日
田
市
中
ノ
島
町
６
８
５-

６
）

７
月
30
日
㈪
・
31
日
㈫　

大
分
県
教

育
会
館（
大
分
市
大
字
下
郡
４
９
６

-

38
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分

～
午
後
３
時
30
分

講
習
科
目　

食
文
化
概
論
・
公
衆
衛

生
学
・
栄
養
学
・
食
品
学
・
食
品
衛
生

学
・
調
理
理
論

受
講
対
象
者

①
10
月
13
日
㈯
開
催
の
調
理
師
試
験

の
願
書
提
出
者

②
今
後
、
試
験
を
受
け
る
予
定
で
事

前
に
学
習
し
よ
う
と
す
る
方

受
講
申
込
及
び
受
講
料

当
日
、
会
場
で
受
講
申
込
書
に
記

入
し
、
受
講
料
１
万
円
を
添
え
て
申

込※
事
前
申
込
は
不
要

※
調
理
師
試
験
の
受
験
資
格
等
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
公
益
社
団
法
人

調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー（
☎
０
３-

３
６
６
７-

１
８
１
５
）ま
た
は
大
分
県

健
康
づ
く
り
支
援
課
管
理
・
疾
病
対
策

斑（
☎
０
９
７-

５
０
６-

２
６
６
３
）

ま
で
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
一
般
社

団
法
人
大
分
県
食
品
衛
生
協
会
（
☎

０
９
７-

５
３
２-

０
０
８
１
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
三
級
陸
上
特
殊
無
線
技
士

養
成
講
習

日
時　

７
月
５
日
㈭　

午
前
８
時

30
分
～
受
付

会
場　

大
分
商
工
会
議
所
５
階
中

ホ
ー
ル（
大
分
市
長
浜
町
３-

15-

19
）

定
員　

60
人

※
「
申
込
書
及
び
受
講
料
等
」
の
到

着
順
に
受
け
付
け
、
定
員
に
達
し
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

受
講
料　

２
５
９
１
６
円

※
申
込
書
は
日
本
無
線
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

▪申
　

・
問（
公
財
）日
本
無
線
協
会
九
州

支
部（
〒
８
６
０-

８
５
２
４　

熊
本

市
中
央
区
辛
島
町
６-

７　

い
ち
ご

熊
本
ビ
ル
７
階
）

☎
０
９
６-

３
２
５-

１
３
８
４

FAX
０
９
６-

３
２
５-

１
３
９
５

 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

大
分
高
専
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
２
０
１
８

学
校
説
明
会
や
学
生
ク
ラ
ブ
活
動

紹
介
、
高
専
生
が
行
う
体
験
学
習
や

模
擬
実
験
な
ど
、「
高
専
」
を
体
験
で

き
る
１
日
で
す
。

日
時　

６
月
30
日
㈯　

午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時

場
所　

大
分
工
業
高
等
専
門
学
校

（
大
分
市
大
字
牧
１
６
６
６
番
地
）

料
金
等　

無
料
、
予
約
不
要

問
大
分
工
業
高
等
専
門
学
校
総
務

課
企
画
室　

☎
０
９
７-

５
５
２-

６
４
５
０

大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

創
立
20
周
年
記
念
行
事
・
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校
は

平
成
10
年
に
開
校
し
、
今
年
で
創
立

20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

約
１
４
０
０
人
に
の
ぼ
る
卒
業
生

は
、
も
の
づ
く
り
現
場
を
支
え
る
実

践
技
術
者
と
し
て
県
内
外
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。

今
回
創
立
20
周
年
行
事
と
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

○
創
立
20
周
年
記
念
行
事

日
時　

７
月
14
日
㈯　

午
後
２
時
～

会
場　

中
津
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

（
中
津
市
豊
田
町
14-

88
）

内
容　

ダ
イ
ヤ
精
機
株
式
会
社
代

表
取
締
役
の
諏
訪
貴
子
さ
ん
に
よ

る
記
念
講
演

料
金　

無
料

定
員　

９
０
０
人
（
定
員
に
達
し
次

第
締
切
）

申
込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

メ
ー
ル
で
申
込

申
込
締
切　

７
月
11
日
㈬　

午
後

５
時
ま
で

○
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
時　

７
月
21
日
㈯　

午
後
１
時
30

分
～
４
時

場
所　

大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

（
中
津
市
東
浜
４
０
７-

27
）

内
容　

機
械
シ
ス
テ
ム
系
、
電
気
・
電

子
シ
ス
テ
ム
系
、
建
築
シ
ス
テ
ム
系

の
３
系
７
コ
ー
ス
制
の
説
明
や
個
別

相
談
コ
ー
ナ
ー

※
事
前
申
込
不
要

問
大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

☎
０
９
７
９-

23-

５
５
０
０

FAX
０
９
７
９-

23-

７
０
０
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 平成30年度 大分県職員採用選考

職種　薬剤師・職業訓練指導員（電気＜電気設備・情報処

　　　理＞・自動車整備・建築）

受付締切　６月20日㈬

試験実施日　７月８日㈰

※受験資格などの詳細は、県庁受付等で配布の選考要領

（大分県庁ホームページにも掲載）で確認してください。

※薬剤師については、大分県総務部人事課人事班（☎

097-506-2305）、職業訓練指導員については、大分県人

事委員会事務局公務員課任用給与班（☎097-506-5222）

にお問い合わせください。

 平成30年度 大分県調理師試験

日時　10月13日㈯　午後１時30分～３時30分

会場　大分大学旦野原キャンパス

受付締切　６月25日㈪

提出先　公益社団法人 調理技術技能センター

　　　　調理師試験担当

問 （公社）調理技術技能センター　☎03-3667-1815

　大分県福祉保健部健康づくり支援課　☎097-506-2663

広報たけた平成 30 年 6 月号 20
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ニ
ュ
ー
ス
等
で
麻
疹
（
は
し
か
）

の
国
内
で
の
発
生
が
報
道
さ
れ
て

お
り
、
心
配
に
な
っ
て
い
る
方
も
多

い
か
と
思
い
ま
す
。
江
戸
時
代
は

命
定
め
の
病
と
言
わ
れ
、
子
ど
も

の
寿
命
は
麻
疹
に
か
か
る
か
否
か

で
大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
医
療
の
発
展
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
麻
疹
の
治
療
薬
は
ま
だ
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
か
か
っ
た
場
合

は
１
０
０
０
人
に
１
人
は
死
亡
も

し
く
は
脳
の
後
遺
症
を
残
す
な
ど
、

不
幸
な
経
過
を
と
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
幼
児
期
に
２
回

の
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク

チ
ン
）が
定
期
接
種
と
さ
れ
て
お
り
、

95
％
の
接
種
率
を
達
成
す
れ
ば
、
そ

の
地
域
で
流
行
は
生
じ
な
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
最
初
に
流

行
が
始
ま
っ
た
沖
縄
県
は
、
昨
年
度

の
子
ど
も
の
２
回
目
の
予
防
接
種

率
が
国
内
で
唯
一
90
％
に
満
た
な

か
っ
た
県
で
し
た
。

今
の
流
行
の
主
体
は
若
い
成
人

で
、
予
防
接
種
を
し
て
い
な
い
、
も

し
く
は
１
回
し
か
し
て
い
な
い
世

代
で
す
。
こ
の
た
め
、
こ
の
世
代
へ

の
予
防
接
種
が
呼
び
か
け
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
有
事
の
際
に
い
つ
も
生

じ
る
の
が
、
希
望
者
の
急
増
に
伴
う

ワ
ク
チ
ン
の
偏
在
で
す
。
平
成
28
年

度
、
竹
田
市
で
は
希
望
し
て
い
た
に

も
関
わ
ら
ず
ワ
ク
チ
ン
が
入
荷
で

き
ず
に
定
期
接
種
で
き
な
か
っ
た

幼
児
が
少
な
か
ら
ず
い
た
よ
う
で

す
。国

立
感
染
症
研
究
所
も
、
最
優
先

す
べ
き
は
、
定
期
接
種
の
１
歳
児
と

小
学
校
に
入
学
す
る
前
年
度
の
年

長
児
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
子
ど
も
た
ち
が
接
種

で
き
な
い
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う

注
意
が
必
要
で
す
。
未
接
種
の
方

は
、
流
行
し
て
か
ら
慌
て
、
流
行
が

治
ま
っ
た
ら
忘
れ
て
し
ま
う
の
で

は
な
く
、
ワ
ク
チ
ン
が
十
分
確
保
さ

れ
て
い
る
時
期
に
予
防
接
種
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
大
分
大
学
客
員
教
授　

是
松
聖
悟
．）

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

６／ ２㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

６／ ３㈰ 豊後大野市民病院

６／ ９㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

６／10㈰ 豊後大野市民病院

６／16㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

６／17㈰ みやわき小児科

６／23㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

６／24㈰ 豊後大野市民病院

６／30㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

７／ １㈰ 豊後大野市民病院

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230）／ 

　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00） 

診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる
場合があります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署

（☎63-0119）に電話でご確認ください。また、院外薬局が休みの
場合には、あらかじめ用意された約束処方となることがあります。
なお、毎月の当番表については、大分県豊肥保健所のホームペー
ジのお知らせ欄にも掲載しています。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

６／ ３㈰ 長湯ごとう歯科 ☎ 75-3001

６／10㈰ 竹田市荻歯科診療所 ☎ 68-3263

６／17㈰ ふじさわ歯科医院 ☎ 64-1118

６／24㈰ 竹下歯科医院 ☎ 62-2662

７／ １㈰ 歯科筑紫医院 ☎ 76-0024

７／ ８㈰ 長湯ごとう歯科 ☎ 75-3001

　※診療時間　9：00～12：00（受付11：30まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。
　※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームペー 
　　ジでも確認することができます。

休日及び夜間の在宅当番医院

6 月の在宅当番医院

当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

 1㈮ 竹田クリニック ☎64-9000 16㈯ 大久保病院 ☎64-7777

 2㈯ 大久保病院 ☎64-7777 17㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

 3㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 18㈪ 道全内科 ☎63-2270

 4㈪ 道全内科 ☎63-2270 19㈫ 志賀内科 ☎63-2083

 5㈫ 志賀内科 ☎63-2083 20㈬ 佐藤医院 ☎68-2005

 6㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 21㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

 7㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 22㈮ 加藤病院 ☎63-2338

 8㈮ 柚須医院 ☎63-2016 23㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

 9㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 24㈰ 大久保病院 ☎64-7777

10㈰ 大久保病院 ☎64-7777 25㈪ 道全内科 ☎63-2270

11㈪ 道全内科 ☎63-2270 26㈫ 大久保病院 ☎64-7777

12㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 27㈬ 秦医院 ☎63-2246

13㈬ 志賀内科 ☎63-2083 28㈭ 志賀内科 ☎63-2083

14㈭ 伊藤医院 ☎75-2222 29㈮ 柚須医院 ☎63-2016

15㈮ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 30㈯ 大久保病院 ☎64-7777

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00

注意事項

・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもら
うようお願いします。

・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前
に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休

日当番病院を受診してください。
※当番医の情報については、変更になる場合があります。最新の

情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧いた
だくか、竹田市消防署（☎ 63-0119）でも確認できます。
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休日・夜間の在宅当番医院／出張！えがおの子育て小児科

第40回

――地域医療・小児医療の視点から――

えがおの子育て

小児科

！張出

また、はしかの脅威が！



病気になると、通院だけでなく、食事制

限や身体活動（運動）の増加を求められ

るなどさらに忙しくなります。

発症、重症化してからでは健康な状態

に戻すのは困難。手遅れにならないうち

に健診の受診を！

詳細は、5月に配布しました「住民健

診のご案内」ちらしをご覧ください。

健診を受けて健康寿命を延ばしましょう!!

受診率はいずれも低く、「予防」が不十分…受診率はいずれも低く、「予防」が不十分…

　今年度も健診が始まりました。健診は健康を守る第一歩です。年に１回必ず受診しましょう。

元気やし、心配になったら

すぐに医療機関で

受診できるもんなぁ～

忙しいけん、時間がないんよ!! 

病気になると治療に

もっと多くの時間が必要になります！

病気になると治療に

もっと多くの時間が必要になります！ 心配になったときには手遅れのことも！心配になったときには手遅れのことも！

こんな理由で『受けない』のはもったいない!!

さぁ 受けましょう!!

ご不明な点はお問い合わせください。　問竹田市保険健康課　☎63‒4810

ところが

肥満・脂質異常・高血糖・高血圧のリスクが多いほど、心

疾患の発症が高くなります。健診で自分のリスクがいく

つか確認できます。

検診で発見された場合の方が、その後の経過が

良好です。

労働省作業関連疾患総合対策研究班の調査より

83.883.8

相対生存率相対生存率
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0〈危険因子の数〉

危険因子
肥満
脂質異常
高血糖
高血圧

危険因子
肥満
脂質異常
高血糖
高血圧

心
疾
患
発
症
の
リ
ス
ク

35.8倍35.8倍

5.8倍5.8倍

00 11 22 3～43～4

胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん 子宮頸がん

5.1倍5.1倍1.0倍1.0倍

危険因子の数と心臓病のリスク 発見契機別5年相対生存率（上皮内がんを含む）※2005～2009年

がん

心疾患

肺炎

脳血管疾患

老衰

その他

平成26年度 平成27年度 平成28年度

60

50

40

30
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0

（％）

胃

肺

大腸

乳

子宮

平成26年度

17.9

33.2

28.3

14.7

23.6

平成27年度

11.7

21.9

19.5

10.5

15.6

平成28年度

10.4

20.9

18.0

10.1

20.2

★日本人の死因とがん

★特定健診の受診率

日本人の約2人に1人が、

がんにかかっています。

日本人の約3人に1人が、

がんで亡くなっています。

50.050.0

93.193.1
83.883.8

48.6%48.6% 50.7%50.7% 49.2%49.2%

66.466.4

53.753.7

17.217.2

99.399.3

77.777.7

99.299.2

90.590.5検診で発見されたがん

症状があって発見されたがん

検診で発見されたがん

症状があって発見されたがん

★がん検診の受診率（%）

竹田市の健診受診状況

疾病予防・早期発見・早期治療には健（検）診が有効です!!疾病予防・早期発見・早期治療には健（検）診が有効です!!
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健診を受けて健康寿命を延ばしましょう！



平成30・31年度の
後期高齢者医療保険料率が引き下げられました

大分県における平成 30･31 年度の保険料率

保険料率引き下げとなった主な要因

保険料の計算方法（平成30･31年度）  ※所得等の条件により軽減措置があります

年間保険料

上限62万円

①均等割額

47,000円
＝ ＋

②所得割額

※前年所得×9.06％

平成28・29年度 平成30・31年度 比　　較

均等割額 48,500円 47,000円 △1,500円

所得割率 9.52％ 9.06％ △0.46％

賦課限度額 57万円 62万円 ＋5万円

①保険料の増加抑制財源として剰余金約52億円を活用してい
ます。

②診療報酬改定の影響により、1人当たり医療給付費の伸び率
が鈍くなると見込んでいます。

※被保険者の保険料負担を少しでも少なくするため、保険料率
の引き下げ改定を行いました。

被保険者である高齢者一人ひとりが後期高齢者医療保険料
を負担します。負担していただく保険料額は、被保険者全員が
等しく負担する①均等割額と、所得に応じて負担する②所得
割額を合計して個人単位で計算されます。

※前年所得とは、前年の総所得金額等から基礎控除額（33万円）
を差し引いた金額となります。
※上記の保険料率（均等割額･所得割率）に関する条例案は、平
成30年2月22日開会の「平成30年第1回大分県後期高齢者医療
広域連合議会定例会」において、可決されました。
問大分県後期高齢者医療広域連合事務局　☎097‒534‒1771

 

看
護
の
日
・
看
護
週
間
行
事

看
護
の
心
を
育
む

介
護
や
認
知
症
の
こ
と
な
ど
、
高
齢
者
に
関
す
る
生
活
の
心
配
ご
と
や
困
り

ご
と
等
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
竹
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー｢

つ
る

か
め｣

等
と
連
携
し
て
解
決
に
努
め
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
相
談
窓
口
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（竹田東部・西部担当）

野
の な か

仲　敏
と し こ

子
☎63-3668（悠々居）

（久住・白丹・竹田北部担当）

大
お お つ

津　知
と も み

実
☎64-3823（社協久住支所）

（荻全域・竹田南部担当）

 麻
あ そ う

生　睦
むつみ

☎68-3050（社協荻支所）

（直入全域・都野担当）

 藤
ふ じ た

田　真
ま み

美
☎75-2216（社協直入支所）

５
月
12
日
の
「
看
護
の
日
」
に
合

わ
せ
、
高
校
生
に
看
護
の
仕
事
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
５
月

16
日
、「
一
日
看
護
体
験
」
が
行
わ
れ
、

高
校
生
29
人
が
市
内
３
つ
の
病
院

に
分
か
れ
、
看
護
を
体
験
し
ま
し
た
。

竹
田
市
拝
田
原
の
竹
田
医
師
会

病
院
で
は
、
竹
田
南
高
等
学
校
２
、

３
年
生
５
人
が
看
護
に
必
要
な
知

識
を
学
習
。
足そ
く
よ
く浴
で
は
、
足
を
洗
っ

て
清
潔
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
疲
れ

を
和
ら
げ
た
り
、
血
行
を
よ
く
す
る

効
果
が
あ
る
こ
と
を
学
び
、
生
徒
ら

は
お
湯
に
つ
け
た
患
者
の
足
を
優
し

く
洗
っ
て
い
ま
し
た
。

青あ
お

佐さ

稜り
ょ
う
じ侍

さ
ん
（
２
年
）
は
「
母
が

看
護
師
で
、
い
つ
も
ど
ん
な
仕
事
を

し
て
い
る
の
か
興
味
が
あ
っ
た
。
患

者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
看

護
の
大
変
さ
が
分
か
っ
た
」、
下し
も
ぞ
の園

春は
る

香か

さ
ん
（
２
年
）
は
「
介
護
が
必
要

な
曾
祖
母
の
様
子
を
見
て
、
将
来
介

護
職
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
参
加
し

た
。
患
者
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
て
、

と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と

感
じ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

↑生徒たちは優しく足浴をしながら、「看護の心」で
患者に接していました

↑参加者は「地域の方が優しく教えてくれ、楽しくプ
レーすることができた」と笑顔

竹
田
市
高
齢
者
相
談
支
援
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

精
神
障
が
い
に
対
す
る

正
し
い
理
解
を
深
め
て

精
神
障
が
い
者
が
地
域
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
よ
う
と
、
県
や
市
、
通
所
機
関

の
関
係
者
等
で
構
成
さ
れ
た
実
行

委
員
会
主
催
に
よ
る
「
竹
田
精
神
障

が
い
者
地
域
交
流
会
」
が
５
月
17
日
、

竹
田
市
飛
田
川
野
球
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

市
内
の
通
所
施
設
の
利
用
者
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
竹
田
ほ

ほ
え
み
の
会
」
の
会
員
、
地
域
住
民

な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
互
い
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
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北
西
に
久
住
連
山
を
望
む
七
里
の

台
地
に
た
た
ず
む
新
生
竹
田
小
学
校

は
、
今
年
で
開
校
10
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
現
在
、
児
童
数
は
１
５
４
名

（
竹
田
地
区
１
２
５
名
、
明
治
地
区
13

名
、
岡
本
地
区
16
名
）、
子
ど
も
た
ち

は
毎
日
元
気
に
登
校
し
て
い
ま
す
。

５
月
、
広
い
校
庭
を
か
け
回
る
子

ど
も
た
ち
を
見
守
る
楠
の
新
緑
が
ま

ぶ
し
く
光
り
ま
す
。
こ
の
若
い
楠
は
、

２
０
０
８
年
、
竹
田
小
閉
校
の
年
に

植
樹
さ
れ
ま
し
た
。
３
校
が
統
合
し

新
た
な
竹
田
小
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
年
を
重
ね
成

長
し
て
い
ま
す
。

楠
の
脇
に
は
、
昨
年
ム
サ
サ
ビ
会

（
親
父
の
会
）
が
製
作
し
た
な
わ
と
び

練
習
用
の
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ボ
ー
ド
８

台
が
並
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

ぼくたち・私たちの

学び舎

は
、
朝
の
「
お
は
よ
う
元
気
タ
イ
ム
」

や
休
み
時
間
を
利
用
し
、
体
力
づ
く

り
と
し
て
な
わ
と
び
の
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
瞬
発
力
や
持
久
力
が
向

上
し
、
低
学
年
で
も
二
重
跳
び
の
得

意
な
児
童
が
増
え
て
い
ま
す
。

竹
田
小
の
重
要
な
伝
統
行
事
で
あ

る
「
瀧
祭
」
は
今
年
で
55
回
目
を
迎

え
ま
す
。
大
先
輩
で
あ
る
瀧
廉
太
郎

先
生
の
命
日
６
月
29
日
に
開
催
さ
れ
、

献
花
の
後
、
実
行
委
員
会
や
各
学
年

に
よ
る
劇
や
歌
が
披
露
さ
れ
、
肖
像

写
真
が
飾
ら
れ
た
祭
壇
を
前
に
全
員

で
「
荒
城
の
月
」
を
合
唱
し
ま
す
。

明
治
小
か
ら
引
き
継
い
だ
大
分
市

の
清
明
あ
け
ぼ
の
学
園
へ
の
「
蛍
送

り
」
は
、
今
年
で
65
回
目
と
な
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
障
が

い
者
へ
の
理
解
や
思
い
や
り
の
気
持

ち
を
育
む
貴
重
な
行
事
と
な
っ
て
い

ま
す
。
７
月
に
は
清
明
あ
け
ぼ
の
学

園
の
児
童
生
徒
が
学
園
で
孵
化
し
た

幼
虫
を
持
参
し
放
流
す
る
「
蛍
の
里

帰
り
」
が
行
わ
れ
、
明
治
地
区
の
方
々

と
の
交
流
も
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
岡
本
小
か
ら
は
地
域
の
老

人
ホ
ー
ム
、
悠
々
居
と
の
交
流
が
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。
１
年
生
が
毎
年

秋
に
訪
問
し
、
お
年
寄
り
と
一
緒
に

運
動
会
を
楽
し
み
ま
す
。
長
年
続
け

ら
れ
て
き
た
こ
の
取
り
組
み
も
貴
重

な
交
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

11
月
の
「
竹
楽
」
で
は
、
毎
年
４
年

生
が
「
里
山
保
全
竹
活
用
百
人
会
」

の
方
た
ち
の
出
前
授
業
を
受
け
、
地

域
の
方
た
ち
の
郷
土
に
対
す
る
思
い

を
学
ぶ
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の
作
っ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
竹
灯
籠
の
展
示
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

３
校
の
歴
史
と
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、

地
域
の
温
か
い
目
の
中
で
育
つ
「
竹

小
っ
子
」。「
竹
田
で
学
び
、
竹
田
で
生

き
、
竹
田
を
拓
く
」
新
生
竹
田
小
と
し

て
確
か
な
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
教
頭　

三
代
法
生
）

３
校
の
歴
史
と
伝
統
を
引
き
継
い
で
10 

年

今
月
の
学
び
舎
　

竹
田
小
学
校  

幾世代も語り継がれ、守られてきた鶴の塔（大鳥塚）

ま
る
ご
と
博
物
館

151

↑ジャンピングボードでなわとび練習

↑竹楽で展示されたオリジナル竹灯籠

↑瀧廉太郎を偲ぶ「瀧祭」

↑ 2世紀にわたり守られてきた「鶴の塔」

こ
の
鶴
の
塔
は
、
県
道
久
住
庄

内
線
の
都
野
と
直
入
の
境
に
あ

る
バ
ス
停
「
倉
橋
」
か
ら
、
手
前
の

バ
ス
停
「
三
船
」
に
向
か
っ
て
い

く
と
十
字
路
の
左
側
に
あ
る
。
自

然
石
上
の
台
石
に
、
高
さ
１
３
０

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
塔
が
建
っ
て

い
る
。
塔
の
正
面
は
、「
南
無
阿
弥

陀
仏
大
鳥
塚
」
と
彫
ら
れ
、
右
上

に
「
文
政
十
亥
初
月
」
と
あ
る
。

本
来
こ
の
塔
は
、
こ
こ
か
ら
南

に
向
か
う
下
り
坂
を
30
メ
ー
ト
ル

程
行
っ
た
道
上
に
あ
っ
た
。
自
然

石
底
か
ら
見
上
げ
る
こ
と
２
メ
ー

ト
ル
半
も
あ
る
巨
大
な
塔
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
平
成
７
年
、
大
規
模
な

圃
場
整
備
に
よ
り
埋
没
し
て
し

ま
う
た
め
関
係
者
協
議
の
う
え
、

こ
こ
に
移
築
し
た
。

こ
の
塔
は
文
政
10（
１
８
２
７
）年

に
建
立
さ
れ
、
昭
和
42
（
１
９
６
７
）

年
劣
化
に
よ
り
、
穂
石
が
落
下
し

た
。
石
田
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
の
渡

部
音
一
氏
、
倉
橋
重
馬
氏
等
の
提

唱
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
一
同
と

久
住
町
教
育
長
、
大
久
保
貞
義
氏

等
の
協
力
で
改
修
さ
れ
た
。

塔
の
建
立
の
起
こ
り
は
、
文
政

10
年
頃
、
毎
年
一ひ
と
つ
が
い
番
の
鶴
が
訪
れ

て
遊
ん
で
い
た
。
優
雅
で
気
品
の

あ
る
姿
か
ら
、
霊
鳥
と
大
切
に
さ

れ
て
い
た
。
地
域
の
人
々
も
非
常

に
喜
ん
で
、
餌
を
与
え
手
な
づ
け

よ
う
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
他

郡
か
ら
来
た
猟
師
が
一
羽
を
撃
ち

落
と
し
た
。
こ
の
と
き
番
つ
が
い

の
一
羽

は
羽
音
も
鋭
く
舞
い
下
り
、
番
つ
が
い

の

死
が
い
の
辺
り
を
か
す
め
飛
ん
で

は
、
ま
た
舞
い
上
が
り
悲
痛
な
声

で
泣
き
叫
ぶ
こ
と
を
繰
り
返
し
、

い
つ
果
て
る
と
も
し
れ
ず
人
々
ま

で
も
皆
涙
に
く
れ
る
有
様
だ
っ
た

と
い
う
。

当
時
の
石
田
の
庄
屋
大
久
保
右

源
太
氏
は
石
田
の
人
々
と
計
り
、

こ
の
鳥
を
手
厚
く
葬
り
、「
鶴
の
碑
」

を
建
立
し
た
の
だ
っ
た
。

命
の
問
題
・
動
物
愛
護
・
自
然
保

護
等
叫
ば
れ
て
い
る
現
在
、
２
世

紀
に
わ
た
り
保
護
し
続
け
ら
れ
て

い
る
供
養
塔
で
あ
る
。

（
竹
田
退
職
校
長
会
都
野
分
会　

文
責　

工
藤
晃
）

参
考
資
料　

都
野
百
年
の
あ
ゆ
み

（
都
野
福
寿
会
発
行
）
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← ㊧ 図 書 館 手 製

のしおりと、

　㊨「紺屋そめか

ひ」の藍の型染

のしおり

→

しおりを受け取る

来館者

「主よ 一羽の鳩のために　須賀敦子詩集」
須賀 敦子　河出書房新社

一般の本

児童書

多くの日本文学をイタリア語に訳

して紹介してきた作家須賀敦子。没

後20年にして新たに発見された詩

稿は、彼女が詩人であったことを明

らかにしました。巻頭口絵には手書

きの原稿も収録されています。30歳

の日々、ローマでひとり呼びかけ続

けた「あなた」への魂のことば。リル

ケや宮沢賢治を思わせる、素直で気

取りのないスタイルの詩をぜひ読ん

でみてください。 

「雨の日のせんたくやさん」
にしな さちこ　のら書店

郷土の本

「佐田俊夫歌集『雑草』」
佐田 俊夫　㈱オーエム

図書館が開館１周年！

記念のしおりをプレゼント

【一般書】

・かがみの孤城［ポプラ社］ 辻村　深月

・あやかし草紙［KADOKAWA］ 宮部　みゆき

・さざなみのよる［河出書房新社］ 木皿　泉

・違和感［扶桑社］ 太田　光

・遺伝子 上・下［早川書房］ シッダールタ・ムカジー

・消えたベラスケス［柏書房］ ローラ・カミング

【児童書】

・あめふりのおおさわぎ［評論社］ デイビッド・シャノン

・僕は上手にしゃべれない［ポプラ社］ 椎野　直弥

・ルルとララのアニバーサリー・サンド［岩崎書店］

 あんびるやすこ

・ソラタとヒナタ ともだちのつくりかた［講談社］

 かんのゆうこ

 他200冊ほど入りました。

今
月
の
読
み
聞
か
せ

「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」

毎
週
火
曜
日
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

「
お
は
な
し
ル
ー
ム
」

６
月
７
日
㈭
　
竹
田
幼
稚
園

６
月
14
日
㈭
　
南
部
幼
稚
園
　

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
２
時
30
分

開
館
の
ご
案
内

【
竹
田
市
立
図
書
館
】

開
館
時
間

　午
前
10
時
〜
午
後
６
時

休

館

日

　月
曜
日
・
第
４
金
曜
日

【
荻
駅
交
流
館
図
書
室
】

開
館
時
間

　午
前
10
時
〜
午
後
６
時

休

館

日

　土
・
日
・
祝
日
等

【
久
住
図
書
室
・
直
入
図
書
室
】

開
館
時
間

　午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

休

館

日

　土
・
日
・
祝
日
等

司書
おすすめの
一冊

新図書館のコーナー紹介

「隠れ家コーナー」

図 書 館 に 行こう図 書 館 に 行こう

新
刊
の
ご
案
内

6  月
紫陽花の花が咲く雨の季節を迎えました。色とりどりの花に

癒されながら雨の日はゆったりと本を読むのはいかがですか？

図書館では 6 月におすすめの本を並べて、皆さまのお越しをお

待ちしています。お気に入りのコーナーであなたの一冊を探し

てみませんか？

昨年の５月21日にオープンした新図

書館が１周年を迎えました。

来館者900人に

記念のしおりをプ

レゼントしました。

窓際の読書コーナー

を抜けると、階段下を利

用したスペースに 2 席

のカウンターのあるコー

ナーがあります。通称「隠

れ家コーナー」。わくわ

くする秘密の小部屋のような人気のあるスペースです。ち

ょっと覗いてみませんか！ひとりだけの時間を過ごせるか

もしれませんよ～。

大分県歌人クラブ会員、豊肥短

歌会員である著者の第三歌集。十

代の頃から石川啄木に憧れ、4 年

前に豊肥短歌会に入会、数多くの

歌を詠んでおられます。まるごと大

分のコーナーに置いてありますの

で、他の2冊も併せてご覧ください。

空の青いろにあこがれるねずみ、どんぐりの

実をまちこがれるりす、えだにのこった葉っぱ

を気づかうはりねずみ、雨の日だけお店をひら

くかたつむりなど、森でくらす小さな生きものた

ちの、ちょっとおかしくて心にひびく６つのおは

なしです。どの命も精いっぱい生きているとの

作者の想いが子どもたちに届きますようにー。

あじさい

■竹 田 市 立 図 書 館　TEL & FAX  63-1048

■荻駅交流館図書室　TEL & FAX  68-2200

■久住図書室　TEL 76-0717   FAX 76-0724

■直入図書室　TEL 75-2211   FAX 75-2217 
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市長コラム

〈第105 回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが 『 有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

次
は
、「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」に
挑
戦
し
よ
う

「
な
ん
で
も
鑑
定
団
」
は
誘
致
で
き
た

５
月
５
日
の
こ
ど
も
の
日
に
合
わ
せ
て
、
竹
田

市
に
待
望
の
大
型
遊
具
を
備
え
た
児
童
公
園
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。
場
所
は
6
年
前
に
九
州
北
部
豪

雨
で
被
災
し
た
阿
蔵
地
区
だ
。
こ
こ
に
は
竹
田
市

総
合
文
化
ホ
ー
ル
「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」
が
間
も

な
く
完
成
し
、
さ
ら
に
こ
ど
も
診
療
所
も
間
も
な

く
建
設
に
着
手
す
る
。

大
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
だ
け
に

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
喜
び
も
一
層
で
あ
る
。
自

治
会
長
の
本
田
耕
一
さ
ん
は
、「
こ
ん
な
夢
の
あ

る
空
間
が
で
き
て
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ

れ
で
城
下
町
と
玉
来
地
区
・
拝
田
原
地
区
が
連
結

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」
と
喜
び
を
語
っ
て
く
れ

た
。ま

た
、
落
成
式
に
参
加
し
て
く
れ
た
あ
る
市
民

は
、「
こ
ん
な
に
多
く
の
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
若

い
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
く
れ
る
な
ん
て
。

お
ま
け
に
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
楽
し
ん
で
い
る
姿

を
見
る
と
、
こ
ん
な
場
面
を
忘
れ
て
い
た
こ
と
に

気
づ
き
ま
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

人
が
集
ま
ら
な
く
な
っ
た
地
区
に
住
ん
で
い
る

と
、「
こ
の
ま
ま
だ
と
先
は
暗
い
だ
け
と
思
い
込

ん
で
、
気
持
ち
が
沈
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
」
と
打

ち
明
け
て
く
れ
た
市
民
の
声
に
大
き
な
気
づ
き

が
あ
る
と
思
う
。

人
が
夢
や
希
望
を
抱
く
の
は
、
明
る
い
未
来
を

信
じ
切
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
枯
れ
野
だ
け
を
見
て

い
る
と
、
春
の
爽
や
か
な
芽
吹
き
や
新
緑
の
心
地

よ
さ
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
一

番
恐
ろ
し
い
こ
と
で
あ
る
。

「
竹
の
子
ひ
ろ
ば
」
で
歓
声
を
上
げ
る
子
ど
も

た
ち
を
見
て
い
る
と
勇
気
づ
け
ら
れ
る
と
、
参
加

者
全
員
が
思
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
今
を
生
き
る
私

た
ち
に
一
番
大
切
な
羅
針
盤
が
こ
こ
に
あ
る
と

確
信
す
る
。

さ
て
、
私
た
ち
竹
田
市
民
は
同
じ
よ
う
な
成
功

事
例
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
合
併

後
に
初
め
て
完
成
し
た
大
型
公
共
施
設
で
あ
る
図

書
館
で
あ
る
。
国
土
交
通
省
や
文
化
庁
、
さ
ら
に

総
務
省
関
連
の
国
の
支
援
を
受
け
て
、
総
事
業
費

10
億
円
の
う
ち
、
新
た
な
市
費
は
8
千
万
円
ほ
ど

で
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
お
陰
で
、
年

間
の
利
用
者
数
は
従
来
の
約
1
・
9
倍
。
年
間
の

本
の
貸
し
出
す
数
を
お
金
に
換
算
す
る
と
お
お

よ
そ
１
億
６
千
万
円
に
な
る
。

多
く
の
人
た
ち
が
城
下
町
を
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
目
で
見
て
わ
か
る
ほ
ど
に
城
下
町
は
車

の
往
来
が
活
発
化
し
、
ま
た
歩
く
人
た
ち
は
増
え

た
。
こ
の
連
休
も
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
に
ぎ
や

か
さ
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
喜
ん
で
ば
か
り
は
お
れ
な
い
。
観
光
客

は
土
日
・
祝
日
に
訪
れ
て
く
れ
る
の
に
、
城
下
町

は
開
い
て
い
る
お
店
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
る
。

多
く
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ど
う
考
え
れ
ば
良

い
の
か
。
私
か
ら
は
敢
え
て
触
れ
ず
に
お
こ
う
。

と
こ
ろ
が
、
市
外
か
ら
の
評
価
は
高
ま
る
ば
か

り
だ
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
全
国
放
映
さ
れ
た
「
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
仕
事
の
流
儀
」
で
は
、
竹
田
市
出
身

の
白
坂
亜
紀
さ
ん
が
主
役
で
登
場
。
銀
座
の
マ
マ

と
し
て
活
躍
す
る
人
生
観
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と

竹
田
へ
の
思
い
入
れ
を
語
っ
て
く
れ
た
。

次
か
ら
次
に
全
国
、
そ
し
て
世
界
に
竹
田
市
の

話
題
が
発
信
さ
れ
る
。
県
内
で
は
大
分
合
同
新
聞

が
竹
田
市
の
取
り
組
み
や
人
物
紹
介
を
大
き
く

取
り
上
げ
て
く
れ
る
。

チ
ャ
ン
ス
到
来
で
あ
る
。
11
月
に
は
人
気
番
組

「
な
ん
で
も
鑑
定
団
」
が
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
を
会

場
に
開
催
さ
れ
る
。

も
う
ひ
と
つ
。
人
気
番
組
の
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」

を
誘
致
で
き
な
い
か
と
い
う
声
が
相
次
い
だ
。
タ

モ
リ
さ
ん
は
地
層
や
水
の
こ
と
が
大
好
き
だ
。
岡

城
や
白
水
ダ
ム
、
円
形
分
水
、
明
正
井
路
（
６
連
橋
）

の
こ
と
が
放
映
さ
れ
れ
ば
、
き
っ
と
全
国
の
人
が

驚
く
に
ち
が
い
な
い
。

「
竹
田
遺
産
」
を
売
り
出
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

←開館１周年を迎えた市
立図書館。毎日多くの
利用者が訪れる

広報たけた平成 30 年 6 月号 26竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/



登山バスで

夏のくじゅう連山を満喫

外
国
人
向
け
の
情
報
発
信
に

ー

３
か
国
語
の
ガ
イ
ド
本

を
作
成
し
ま
し
た

登
山
時
の
疲
労
軽
減
や
時
間
短
縮

を
図
り
、
く
じ
ゅ
う
連
山
南
側
ル
ー

ト
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
も
ら
お
う

と
、
平
成
27
年
か
ら
運
行
を
始
め
た

「
大
船
山
観
光
登
山
バ
ス
」。
４
年
目

を
迎
え
る
登
山
バ
ス
が
今
年
も
４
月

28
日
か
ら
運
行
を
始
め
ま
し
た
。

乗
車
場
所
の
久
住
高
原
パ
ル
ク

ラ
ブ
か
ら
登
山
口（
池
窪
）ま
で
所
要

時
間
約
20
分
の
登
山
バ
ス
を
利
用
す

る
と
、
標
高
１
４
０
０
メ
ー
ト
ル
付

近
に
あ
る
国
指
定
史
跡
の
入
山
公
廟

（
岡
藩
３
代
目
藩
主
の
中
川
久
清
公

墓
所
）を
散
策
で
き
、
登
山
口
か
ら
大

船
山
山
頂
ま
で
約
１
時
間
40
分
で
登

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
期
間
は
11
月
18
日
ま
で
。
パ

ル
ク
ラ
ブ
発
の
行
き
は
午
前
７
時

30
分
か
ら
１
時
間
お
き
に
３
便
、
登

山
口
発
の
帰
り
は
午
後
２
時
か
ら

同
様
に
３
便
。
乗
車
料
金
は
片
道

１
０
０
０
円
、
往
復
で
１
８
０
０
円
。

利
用
さ
れ
る
方
は
利
用
日
前
日

の
正
午
ま
で
に
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ

ズ
ム
協
会
久
住
支
部
（
☎
０
９
７
４

-

76-

１
６
１
０
）
ま
で
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

↑運行を始めた登山バス（4/27 の運行開始式の様子）

２
０
１
９
年
に
開
催
さ
れ
る
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
外
国
人
の
誘
客

を
図
ろ
う
と
、
市
と
市
観
光
ツ
ー
リ

ズ
ム
協
会
で
は
、
英
語
、
中
国
語
、
韓

国
語
に
翻
訳
し
た
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
翻
訳
は
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
が
担
当
。
市
内
の

観
光
施
設
や
温
泉
施
設
、
城
下
町
散

策
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
が
詳
し
く
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
阿
蘇
く

じ
ゅ
う
の
景
観
を
生
か
し
た
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
訪
日
外
国
人

の
増
加
を
目
指
す
「
阿
蘇
く
じ
ゅ
う

国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

も
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

↑英語、中国語、韓国語に翻訳した観光ガイドブック

第33回国民文化祭・おおいた2018
第18回全国障害者芸術・文化祭おおいた大会プレイベント

この夏、TAOととも
に熱くなろう！

今年の竹田市民チケットは、

８/９〜25まで

期間中いつでも
使える自由券!

※16日㈭と22日㈬は休演日。24日㈮は貸切公演のため入場できません。
場所：ＴＡＯの里 （竹田市久住町 くじゅう花公園近く）

※最終日（26日）は期日指定券が必要です。竹田市民チケットでは入場できません。

2018年 8/9㊍→26㊐
開場 8:00　メインLIVE 開演 14:30

竹田市民限定チケット

大　人 6,000円 → 5,000円

小学生 3,000円 → 2,500円

※チケットは、ＴＡＯ文化振興財団（ＴＡＯショップ）、竹田市観光ツーリズム協
会、竹田観光案内所（ＪＲ豊後竹田駅構内）、竹田市役所各支所（荻・久住・直
入）、くじゅう花公園で取り扱っています。
問ＴＡＯ文化振興財団　☎0974-63-1133　※9:30～18:00、木曜定休

27 2018 年 6 月発行
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バイケイソウ
（シュロソウ科）

阿孫　久見

第 159 回   郷土の植物
（350）

山
地
の
開ひ

ら

け
た
湿し

め

り
気け

の
あ
る

林り
ん

床し
ょ
う

に
群ぐ

ん
せ
い生

す
る
高
さ
１
・
５
㍍

ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。
茎く

き

の
径
が

２
㌢
と
太
く
、
葉
も
大
き
く
大お

お
が
た型

な
の
で
目
立
ち
ま
す
。
い
か
に
も

食
べ
ら
れ
そ
う
で
す
が
、
有ゆ

う
ど
く毒

植

物
な
の
で
動
物
は
食
べ
ま
せ
ん
。

互
生
の
葉
は
全ぜ

ん
え
ん縁
で
幅
広
い
広こ

う

楕だ

円え
ん
け
い形

で
、
長
さ
が
30
㌢
、
幅
が

20
㌢
ほ
ど
で
基き

ぶ部
は
茎
を
抱だ

き
ま

す
。
ま
た
主

し
ゅ
み
ゃ
く

脈
に
平へ

い
こ
う行

す
る
側

そ
く
み
ゃ
く脈

が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
葉
に
ひ

だ
が

著
い
ち
じ
る

し
く
、
そ
れ
が
特

と
く
ち
ょ
う
徴
に

な
っ
て
い
ま
す
。

夏
の
頃
、
茎け

い

頂ち
ょ
う

に
直
立
す
る

円え
ん
す
い錐

花か

序じ
ょ

に
た
く
さ
ん
緑

り
ょ
く
は
く
し
ょ
く

白
色
の

径
２
㌢
ほ
ど
の
６
弁
花
を
咲
か
せ

ま
す
。
花
の
下
部
は
濃

の
う
り
ょ
く緑
色し

ょ
く
で
花

弁
に
は
緑

み
ど
り

の
線

せ
ん
じ
ょ
う

状
の
模も

様よ
う

が
あ
り

ま
す
。
ま
た
花
弁
の
ふ
ち
に
は
突と

っ

起き

毛も
う

が
あ
り
ま
す
。

和
名
の
由
来
は
花
の
形
が
梅
に

似
て
い
て
、
葉
が
蕙け

い

蘭ら
ん

に
似
て
い

る
の
で
梅バ

イ
ケ
イ蕙

草ソ
ウ

の
名
が
あ
り
ま

す
。竹

田
で
は
祖
母
山
系
の
林り

ん
な
い内

や

く
じ
ゅ
う
山
系
の
谷
沿
い
の
落ら

く
よ
う葉

樹じ
ゅ
り
ん林
の
中
で
群ぐ

ん
ら
く落
が
観
察
さ
れ
ま

す
。
花
期
は
７
月
か
ら
８
月
で
す
。

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

広
報
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た
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